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A 警告 I まをのために 


ご使用の前に、この取扱説明書を 
よくお読みの5え、 製品を安全に 

お使い < ださい。 

お読みになったあとは、いつでも 
見5れるところに必ず保管してく 
ださし、。 


テレビは正しく使巧すれば、事故び起さないよラに、安全には充分配慮して設 
計されています。しかし、内部には電圧の高い部分びあるので、間違った使し、 
かたをすると、火災などによ0死 t など人身事故になることびあり、危険です。 
事故を防ぐために次の事を必ずお守りください。 



ををのためのミち意事項を巧る 


本書の注意事項をよくお読みください。 


定期的に点巧する 


お買い上げ時とその後1年に1度は「長年ご使用のテレビの点検を！」に従って 
点検してくださし、。 

1年に1度は内部の掃除を、5年に1度は点検をお買い上げ店またはソニーご相 
談窓口にご依頼ください。（有料） 

内部にほこ0びたまったまま長い間掃除をしないと、火災や故障の原因となる 
ことびあ0ます。湿気の多くなる梅雨期の前に掃除を行ラと、より効果的です。 
また、本機の通風孔付近にほこりび付着するときびありますび、付着びひどい 
場合、故障の原因となることびあります。掃除機などで1か月に1度、ほこり 
を暇い取ることをおすすめします。 


が障した6ほわない 


すぐにお買い上げ店、またはソニーごホ目談窓□に修理をご依頼ください。 


— 、異常び起をた6 


•煙び出たり、こげくさいにおい 
げしたら 

• テレビを見ているときや、スタ 
ンイ（イ ：! 犬 態（画面び消えていて、本体 
①スタンバイランプび赤色に点な 中）の 

ときに、テレビ内部か5異常な 
音がした5 

• 内部に水などが入った5 
• 内部に異物が入った5 
•テレビを落としたり、キャビ 
ネットを破損したりしたときは' 



〇電源を切る 
〇電源プラグを 
コンセントか5 
巧< 

包お買い上げ店 
または ソニー ご 
相談窓□に修理 
を依頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、なのよラ 
な表术をしています。表术の巧容をよ 
く理解してから本文をお読みくださ 
し、。 


危均 

この表示の注意事項を守らないと、火 
が•感電•破裂などにより死亡や大けび 
などの人身事故び生じまず。 


A 警告 

この表示の注意事項を巧らないと、火 
災•感電などにより死 t や大けびなど 
の人身事故につなびることびありま 
ず。 


[A え思 I 

この表示の注意事項を守らないと、感 
電やその他の事故によりけびをしたり 
周辺の物品に損害を与えたりずること 
びあ0ます。 


を意をほす記号 


A A 

义災 感電 

垒 

巧為を禁止する記号 


0 ® 

禁止 分解禁止 

めれ手禁止 

0 

風呂•シャワー室 
での使用禁止 

接軸禁止 

行為を指示する記号 


€ 

つラグをコン 
セントから巧く 
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A 危険 

- ■ 火災 感電 


下記のミ主意を守らなし、と乂災•感電.破裂により 
死 t や大けがなどの人身事故び生じまず。 


堅に取り付ける場合は、必ず専用の壁掛けユニットを使用し、専門の業ちに取り付けても5う。 
また、設置の時は設置関係ちむが近づかない 

専門業ちな外の人び取り付けたり、壁への取り付けび不適切だと、本機び落下するなどして、打撲や骨折など大けびの原因となることび 
あ0まず。 


次のことを守って、壁掛けユニットに本機を設置ずる 

誤った取り付け方法で設置すると、本機び落下し、大けびをずることびあります。 

• 壁掛けユニットの取振説明書の取り付け方法を必ず守る。 

• 壁掛けユニットの取り付けに際しては、壁掛けユニットに同個されている専用固定 
ネジを使ラ。専用固定ネジは、取付金具の取り付け面からの長さび図のよラに設定 
されています(壁掛けユニットによってネジの長さは異なりまず)。専用固定ネジ政 
がのネジを使巧すると、落下や本機内部の破損の原因になります。 


次のことを守って、スタンドに本機を設置ずる 

誤ったちまで組み立てると、本機び転倒し、大けびをすることびあります。 

• スタンドは、同個されている専用固定ネジを使ってしっかり固定する。 

• 転倒防止の処置を必ず巧ラ。スタンドや床、壁などとの間に、適切な転倒防止の処置を巧ってください。転倒防止の処置をしないと、 
本機び倒れてけびの原因となることびあります。 


8 〜 12mm 


^^壁掛けユニット専用固定ネジ 
—専用壁掛けユニット 
—本機後面のユニット取り付け部 



本機を医療機関に設置しない 

医療機器の誤動作の原因となることびあります。 



A 警告]座 A 

-^ 乂災感電 


下記のミ主意を守らないと乂災.感電により死 t や 
大けが^の原因とな0まず。 


内部に水や異物を入れない 

本機の上に熱器具、巧瓶など液体び入ったものや□-ソクを 
置かない 

液晶画面に直接水や洗剤をかけない 

巧部に水や異物び入ると乂がの原因となります。お 一、 水や異物び入った場合は、す 
ぐに本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから巧いて、お買い上げ店 
またはソニーご相談窓□にご依頼ください。 
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周囲 I し間隔を空ける 

周囲に間隔を空けないで設置すると、通風孔びふさがり熱び内部にこちり、火災や故障の原因となります。 
本機を壁に近づけすざると、壁などにほこりび付着し、黒くなることびあります。 

風通しをよくするために、壁から距離を離して置いてください。 


壁に取り付けるとさ 



これしソ上の間隔を空ける。 


スタンドを使用するとき 


これ政上の間隔を空ける。 


10cm 








通風孔をふさびない 

通風孔をふさぐと内部に熱びこをり、火 
災の原因となることびあります。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない。 

• 棚や押入の中に置かない。 

• ホットカーペットの上に置かない。 

• 巧をかけない。 

. 壁や家具に密着して置かない。また毛 
足の長いじゅラたんや巧団などの上に 
置かない。 

0 

禁止 


電源(コード、プラグ） 

コンセントや配線器具の定格 
を超える使いかたや、交流 
10 0 V (50/60 Hz)Um では使 
用しない 

たこ足配線などで、定格を超えると、発 
熱により、火がの原因となりまず。 

ミ毎外などで、異なる電源電圧で使用する 
と、乂災や感電の原因となりまず。 

0 

禁止 


ゆるいコンセントに接続しな 
い 

電源プラグは、根元までしっかりと差し 
込んでください。根元まで差し込んでを 
ゆるみびあるコンセントにはつなびない 
で<ださい。発熱して火災の原因となる 
ことびあります。電気工き店にコンセン 
卜の交換をご依頼ください。 



電源プラグをつなぐのは、他 
機器との接続び終わってか5 


コンセントに差したまま他機器と接続し 
たりすると、感電の原因になることびあ 
0まず。 

他機器との接続び終わった後に、電源プ 
ラグを壁のコンセントに差してくださ 
し、。 


電源コードを巧くときはまず 
壁側コンセントか6抜く 

壁側コンセントから损かないと感電する 
ことびあります。揣くとをは必ずコード 
でなくプラグを持って扳いてください。 


電源プラグは定期的にお手入 
れを 

電源プラグとコンセントの間に、ゴミや 
ほこりびたまって湿気を販ラと、絶縁低 
下を起こして、火災の原因となりまず。 
定期的に電源プラグをコンセントから损 
を、 US やほこりを取って<ださい。 


巧れ 



お手入れの際、電源プラグを 
巧< 


電源プラグを差し込んだままお手入れを 
すると、感電の原因となることびありま 
す。 

运 

フ。ラグをコン 
セントからほく 
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電源コードを傷つけない 分解や改造をしない 


水のある場巧に置かない 


電源コードを傷つけると、火ぶや感電の 
原因となります。 

万一電源コードび傷んだ場合は、お買い 
上げ店またはソニーご相談窓□に交撰を 
ご依頼ください。 



内部には電圧の高い部分びあり、裏ぶた 
を開けたり改造したりすると、火がや感 
電の原因となります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店または 
ソニーご相談窓□にご依頼 < ださい。 



水び入ったり、说れたり、風呂場で使ラ 
と、火災や感電の原因とな0ます。雨天 
や降雪中の窓隙での ご 使用には特に ごま 
意ください。銭湯や温泉の脱あ所などに 
設置すると、温泉に含まれる硫黄などに 
より本機び故障したりしまず。 

0 

風呂•シヤワーき 
での使巧禁止 



めれた手で電源プラグにさね 
5ない 

说れた手で電源プラグの损さ差しをする 
と、感電の原因となることびあります。 



電源コードを引っ張6ない 

電源プラグを扳くと去は、電源コードを 
引っ張らないで<ださい。コードに傷び 
付さ、火災や感電の原因となることびあ 
りまず。必ずプラグを持って旅いてくだ 
さい。 



雷が鳴りだした5、アンテナ 
線や電源プラグに觸れない 

感電の原因となります。 


接触禁止 



使用 


本機にぶ5さび5ない 

本機び壁からはずれたり、倒れたりして、 
本機の下敷をになり、大けびの原因とな 
ることびあ0ます。 


0 

禁止 



リモコン及び電池の取り扱い 
について 

• 直射日光び当たるところ、火や暖房器 
具のそばや湿度び高いところには置か 
ないで < ださい。 

• 落としたり、踏みつけたり、中に液体 
をこぼした0しないよラ、ていねいに 
扱ってください。 


を動、設置 


正しい方法で運搬/移動ずる 

誤った方まで運搬したり移動したりする 
と、本機び落下し、打撲や骨折をしたり、 
大けびをすることびあります。 

本機を持ち運ぶ隙には、取损説明書をご 
参照の上、正しい方法で行ってください。 


使用•設置場所について 

電源コンセントに容易に手び届く場所に 
置を、何か異常び起こったとさは、すぐ 
に電源プラグを抜くよラにしてくださ 
い。暗すざる部屋は目を疲れさせるので 
よくありません。適度の明るさの中でご 
覧ください。また、連続して長い時間、 
画面を見ていることち目を疲れさせま 
す。 


不安定な場巧に置かない 

本機の底面よりを、広<て水平で丈夫な 
場所に置いてください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに 
置くと、本機び落ちたり倒れたりしてけ 
びの原因となります。 

平らで充分に強度びあり、落下しない所 
に置いて < ださい。 

0 

袋止 



湿気やほこり、油煙、湯気の 
をい場所や、ちの入りやずい 
場所、直射日光が当たる場 
所、熱器具の近くに置かない 

湿気、ほこりのをいところ、油煙や湿気 
び当たるよラなところ(調理台や加湿器の 
そば)におかないでください。火災’感電- 
蜜形などの原因となることびあります。 



乗物の中や船舰の中などで使 
用しない 

移動中の振動により、本機び転倒したり 
落下したりして、けびの原因となること 
びあ0ます。 

塩水をかぶると、発火や故障の原因とな 
ることびあ0ます。 



屋がや窓際で使用しない 

雨水などにさらされ、火災や感電の原因 
となることびあります。また、直射日光 
を受けると、本機び熱を持ち、故障する 
ことびお0ます。 

海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる 
場所などでは、砂びかからないよラにし 
て < ださい。故障の原因になるばかりか、 
修理で去な<なることびありまず。 
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本機の表面び割れたとさは、 
電源プラグをコンセントか5 
巧くまで本機に軸れない 

電源プラグをコンセントから抜かずに本 
機に触れると、感電の原因となることび 
あります。 

接触禁止 


目や□に液晶を入れない/ガ 
ラスの破片に觸れない 

液晶パネルび破損ずると、破損した部分 
から液晶(液状）び漏れたり、ガラスの破 
片び飛び散ることびあります。この液晶 
やガラスの破片に素手で触れたり、□に 
入れたりしないでください。ガラスの破 
片に軸れるとけびをするおそれびありま 
す。 

また、漏れた液晶に素手で軸れると中毒 
やかぶれの原因となります。においを暖 
ぐことをやめてください。誤って、目や 
□に入ったときは、すぐに水で洗い流し、 
医師にご相談ぐださい。 

堂光管の種類によっては、水銀び含まれ 
る場合びあります。 

接触禁止 


テレビびはみ出ずよラな取り 
付けはしない 

壁掛けユニットを、ななどのテレビびは 
み出してしまラよラな場所には取り付け 
ないでください。身体や物などびぶつかつ 
てけびや破損の原因となります。 



防注 思 


下記の注意を守らないとけがをしたり周巧の家財に損善を与えたり 
することがあります。 


旅行などで長期間、ご使用に 
な6ないとさは、電源プラグ 
を抜く 

本機を長時間使用しないとをは、安全の 
ため、必ず電源プラグを掠いてください。 
本機は電源スイッチを切っただけでは、 
完全に電源からは切り離されておらず、 
常に微弱な電琉び流れています。 

完全に電源から切り離ずためには電源プ 
ラグをコンセントから损く必要びありま 
す。 

コンセントは製品の設置場所に一番近 
く、扳を差しびしやすい場所を選んでく 
ださい。 


€ 

3ラグをコン 
セントから巧く 


人が通行ずるよラな場所に置 
かない 

コード類は正しく配置する 

電源コードや信号ケーブルは、足に引っ 
かけると製品の落下や転倒などによりけ 
びの原因となることびあります。 

人び踏んだり、引っかけたりするよラな 
恐れのある場所を避け、巧分注意して接 
続•配置してください。 



液晶画面の表面に物をぶつけ 
ない 

ガラスび割れ、爾び散ったガラスにより、 
けがの原因となります。 



'な 


液晶画面の外周に衝撃を与え 
ない 

ガラスの縁にヒビび入ったり、飛び散つ 
たガラスにより、ケガの原因となります。 



音量について 

周辺の人の迷惑とならないよラ適度の音 
量でお楽しみください。特に、夜間での 
音量はルさい音でを通りやすいので、窓 
を閉めたりへッドホンを使用したりし 
て、隣近所への配慮を充分にし、生活環 
境を守りましよラ。 

へッドホンをご使用のとをは、耳をあま 
り刺激しないよラ、適度な音量でお楽し 
み<ださい。耳を刺激するよラな大去な 
音で長時間つづけて聞くと、聴力に悪い 
影響を与える ことび あります。耳鳴りび 
するよラな場合は、音量を下げるか、使 
用を中止してください。 

また、ヘッドホンをつけたまま目民つてし 
まラと危険です。呼びかけられて返まび 
でをるくらいの音量で聞きましよラ。 





アンテナの工事は電気店に依 
頼ずる 

アンテナエ事には技術と経験び必要です 
ので、必ず電気店にご依頼<ださい。 
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益長年ご使用のテレビの点検を！ 


こんな症はあ0ませんか 

. 電源コードやプラグび異常な熱を持っていませんか 
• 異常な熱や煙び発生したりをな臭し W 音(パチパチ)びしませんか 
• 電源を入れてち画像や音び出ないことびありませんか 
• 故障状態のまま使用していませんか 



すぐに電源プラグを抜いて使用を中止し、故障や事故の防止のために、お買い上げ店、または ソニー 
ご相談窓□にご相談ください。 
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本書(取扱説明書) Ic ■ついて 

本書は、準備の説明をしています。 

より詳しい操作ち法は、テレビ内蔵の r 電子取説」をご覧<ださい。 

取扱説明書 

設置/接続/初期設定などの準備や 
基本的な使いかたについて記載しています。 



ちつと知りたい場合は、リモコンの 
電子取説ボタンを巧してください。 



電子取説 

すべての機能の操作方法を記載しています。 
使いかたは本書30ページをご覧ください。 



イメージ/イラストは実際の表示と異なる場合びあります。 
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付属品を確かめる 


■ 付属品一覧 


• B - CAS 力ード(デジタ 
ル放送用にカード） 

(1 枚） 

台紙に貼 D 付けてあ D 
ます。 




B-CAS 

カード 


• U モコン （1 個） 

. 単4お乾電池 (2 本) 


.電源コードり本) 



• スタンド(スタンド 


ネック （ L ) フ□アスタ 
ンドタイプ） （1 個）*' 

ースタンド組み立て用 
ネジ （+ PSWM 6 X 
20mm ) (8 本)*2 
一本体固定用ネジ 
(+ PSWM 5 X 
20 mm ) (林）" 




• 転倒防止用べルトセッ 
卜 (2 組） 

一転倒防止用ベルト 



(1 個） 

一取付用ネジ ( + PSW 
M 4 xl 0 mm )(1 本) 
一木ネジ ( M 3.8 X 


取付用ネジ 木ネジ 



32 mm )(1 本） 
-ワッシャー（1個) 


ワツンャー 


質 


• スタンドネックじ) 


スタンドネック （ S ) 


(テーブルトップタイ 
プ )（2 本)" 

•ネックサポートカバー 
じ） (2 個)" 




ネックサポー h 
カバー ( S ) 

ろ 


• 取扱説明書(本書) 
• イ呆証書など 



W 本機に付いています。 

お買い上げ時に本機に取り付け百れているスタンドに付 
いています。 

テーブルトツフタイプのスタンドに変更するとさに使い 
まず。詳しくは、が本書の34ページをご覧ください。 


• ワイヤークランパー 
(5 本） 


•3 D メガネ(ポーチ入 
り） （2 個） 




10 






























本機を持ち運ぶ 


正しい方法で運搬/移動ずる 


誤った方法で運搬したり移動したりすると、本機 
び落下し、巧撲や骨折をしたり、大けびをするこ 
とびあ0ます。 

大型テレビは重いので、開捆や持ち運びは必ず4 
人(上で行って < ださい。 

テレビを持つとさは、イラストのよラにしっかり 
と持ってください。 

運ぶとをには、衝撃を与えないよラにしてくださ 
い。落下や破損などにより、大けびの原因となり 
よ 9 〇 

特に、液晶画面を押さえたり、強い力び加わるよ 
ラな持ちかたをしないでください。 

本機を運ぶときは、本機に接続されている電源プ 
ラグやケーブルなどをすべてはずしてください。 
電源プラグを差し込んだまま移動させると、電源 
コードび傷つを、火災や感電の原因となることび 
あります。 

修理や弓 I 越しなどで本機を運ぶ場合は、お買い上 
げ時に本機び入っていた箱と、クッションなを使っ 
て < ださい。 

C 

つラグをコン 
セントから抜く 




• スピーカー部分を持たないで<ださい。落下や破損などに 
より、大けびの原因になります。 


設置場所をミ夫める 

本機のセンサー受光部をさえざらないよラに設置 
場所をミ夫めてください。 



1」モコン受光部/ 
明るさセンサー 



1 


ごを意 


• 液晶画面を照明や太陽にむけたままにすると、液晶画面を 
傷めてしまいます。屋外や窓隙には置かないでください。 

• 本機を寒いところから急に隱かいところに持ち込んだとさ 
や、湿気の多い場所や暖房を入れたばかりの部屋などでは、 
機器表面や内部に水滴びつくことびあります。これを結露 
といいます。 

結露び起さたとさは、本磯の電源を切り、結露びなくなる 
まで放置してからご使用ください。 
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準備 1 :転倒防止の 
処置をする 


スタンドをお買い上げ時のフ□アスタンドタイプ 
からテーブルトップタイプ(が本書の34ぺージ）に 
変えたとさち、転倒防止の処置は同じ手順で行っ 
て < ださい。 

また、付属のネジに合ったドライバーをご用意く 
ださい。電動ドライバーを使ラ場合、締め付け卜 
ルクは約1 .5 N . m り5 kgf ' cmi に設定してくださ 
い。 

1転倒防止用ベルト(付属)をスタンドに 
取付用ネジ(付属)でしっかりと留める。 

2巧やテレビ台などに木ネジ(付属)など 
でしっかりと留める。 

本機を面 ^ 一^- 


3巿販①取り付け具を丈夫な壁や柱に取 
り付ける。 


4丈夫なひちまたはくさりを本機後面左 
ちの持ち手部分と取り付け具の巧に通 
し、端をしっかり結ぶ。 



ごを意 


•転倒防止の処置をしないと、本機び転倒し、けびの原因と 
なることびあ0まず。 

• 床やテレビ台の種類により、付属の木ネジび使用でさない 
ときや、強度び充分とれないときには、お買い上げ店やエ 
事店にご相談のラえ、市販のネジ(直径3〜 4 mm ) をご使 
用 < ださい。 
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ビー キャス 


準備2: B - CAS 力一 
ドを挿入する 


B - CAS カード(デジタル放送用にカード)はお客様 
と地上デジタル、 BS デジタル、110度 CS デジタル 


1 


の放送局をつなぐカードです。 


デジタル放送を視聴するしないに関わらず、必ず 
B - CAS 力ードを挿入してください。 

なの手順は、電源を切った状態で行って<ださし、。 

1 同封の r ビーキャス ( B - CAS ) 力ード使用 
許諾契約約款」の内容を読み、了解され 
たうえで、台紙から B - CAS カードをは 
びず。 

B - CAS 力ードを貼ってある台紙の内容にご不 
明な点びあるとをは、 B - CAS カスタマーセン 
夕一履話番号 0570-000-250) へお問い合わ 
せ < ださい。 



はびす。 


2 B - CAS 力ードを奥までしっかり挿入す 
る。 

本機後面 



• 2004年4月から、番組の著作権保護のために B-CAS 力一 
ドを利用しています。 

B-CAS カードを挿入しないと、すべてのデジタル放送を視 
聴でさなくなります。 
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準備 3: 接続する 


アンテナをつなぐ 


衛星アンテナ和地上デジタル用 UHF アンテナをつなぎます。壁のアンテナ端テや、受信する信号に合わせて、 
アンテナの接続を行ってください。録画機器などもつなぐときは、つなぐ機器の取扱説明書をご覧ください。 


〇 


UHF 用同軸アンテナケーブル 
(市販品） 


F 接栓型 


0 [11§.衛星用同軸ケーブル 

(市販品） 



17mmUrF 


1 .5 mm じ(下 


プラスチック製 

X 




プラスチック製アダプターは、ノイズび入 
る可能性びあるため、 F 接栓型を推奨いた 
します。 



110度 CS デジタルに対応した CS / BS / 地上波放送対応分波器(市販品)。全端モ電流通過型の 
CS / BS / 地上波放送对応分配器(市販品)わご使用でをまず。 


■ 地上娘と衛星放送の信号び混合の場合 

衛星アンテナ 



壁のアンテナ端子 ( UHF / BS /1 10度 CS 混合） 


■ 地上娘と衛星放送の信号び個別の場合 



壁のアンテナ端子 ( UHF ) 信号の流れ 
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• 曲びると金属部分に触れ、ショートの原因となります。 



• 衛星放送を黃信するには、 BS ‘ 110度 CS デジタル放送対応の衛星アンテナび必要です。アナ□グ放送用の衛星アンテナでは受信 
でをない場合びあります。 

• アンテナの向さの調藝や設置、壁の端子の工事びお要なとさは、販売店または工事業者にご相談ください。 

• UHF アンテナは地デジ送信巧の方向に、衛星アンテナは衛星の方向に向くように設置してください。 

ヒント 

• ケーブルテレビでち地上デジタルを受信•視聴でさます。お住まいの地域のケーブルテレビで地上デジタルび放送開始されてい 
るかは、ケーブルテレビ放送尝社にお問い合わせください。ケーブルテレビ放送を社によって送信方式び異な0ますび、本機 
はパススルー方式のすべての周波数に対応しています。 

• 衛星アンテナをつなぐと、高画質•高音質で、各種テレビ放送•データ放送•ラジオ放送び楽しめます。 

• BS デジタルの有料放送や110度 CS デジタルは受信契約び別途必要でず。 



1 


■ご確認•ご相談は 

• 集合住宅にお住まいのかた 

建物び BS- 110度 CS デジタル放送に対応しているかどラか、管理組合または管理会社などにご相談く 
ださい。 

• ケーブルテレビをご利巧のかた 

ケーブルテレビ放送会社にご相談 < ださい。 

ケーブルテレビ放送会社の連絡先びわからないとをは、下記までお問い合わせください。 

(社）曰本ケーフルテレビ連盟電話: 03-6228-6639 

提供地域江 U ア）につい口ま、下記ホームぺージでご確認ください。 

http://www.catv-jcta.jp/ 

• 受信ち法などのデジタル放送全般について 
(社)デジタル放送推進協会 (Dpa) 
http://www.dpa.or.jp 

• 地上デジタル放送の受信相談について 
総務省地デジコールセンター 
電話: 0570 -07-01 01 

• 有料放送のお問い合わせ先 
WOWOW 電話:0120 -580-807 

http://www.wowow.co. i p/ 

スタ—.チヤンネル 電話:0570 -013-1 11 

(PHS、IP 電話のお客様は、 045-339-0399) 
http://www.star-ch.co.jp/ 

スカパー! e2 電話:0570 -08-1 212 

(PHS、IP 電話のお客様は、 045-276-7777) 
http://www.e2sptv.jp 


(つづく) 
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BD / DVD レコーダーやプレーヤーをつなぐ 


ブルーレイディスクレコーダーや DVD プレーヤーなどの録画/再生機器をつなざます。機器の出力端子に 
合ったケーブルをご使用ください。 

機器によっては、アンテナ線の接続などち必要になります。つなぐ機器の取扱説明書をご確認ください。 
デジタルカメラやデジタルビデオカメラのつなざかたについては、「電子取説」をご覽ください。 


■ HDMI ケーブルでつなぐ 

HDMI ケーブルで本機と機器をつなぐと、映像と音声を1本のケーブルで、デジタル信号のまま劣化させず 
に伝送でをます。よりよい映像で楽しむために、 HDMI ケーフルでの接続をおすすめします。 


本機 

— 证 

[: 

I 曲 I 

* 4 K 対応機器と接続する場合は、 「4 K 对応」の文字び記載されている HDMI 端テに接続してください。 

. ソニー製の Hidh Speed HDMI ケーブルをご使巧ください。 


録画/再生機器 


HDMI 出力 


HDMI 入力* 




HDMI ケーブル(別売） 


4 




■ D 映像ケーブルと音声ケーブルでつなぐ 

本機の D 5 映像入力端テは D 1 〜 D 5 すべてに对応しています。 


コンポーネント出力 


コンポーネント入力 


本機 



D 映像ケーブル(別売） 


■ 映像•音声ケーブルでつなぐ 


ビデオ出力 



映像•音声ケーブル(別売) 


ビデオ入力 本^機 


有ち 

ち左お 
© ©© 
国固園 


し个ザ 




当: 
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録画用の USB 八ードディスク機器をつなぐ 


録画巧の USB 八ードデイスク機器を、 USB ケーブルでつないでデジタル放送の録画や録画予約びでをます。 
本機への八ードディスク機器の登録方法、録画や再生方法について詳し<は、「電子取説」をご覽<ださい。 


USB ハード 
ディスク機器 



■ 回因 : iESh 


USB ケーブル(別売) 


USB 端子# 
( HDD 録画用) 


■ C お)因に!^ ► 


正み 


本機 


比 

1 



□ 


口 






1 


* 本磯の USB 端子に、 USB 八ードディスク機器をつなざます。 USB 端テび2つある磯種をお使いの場合は、 「 HDD 録画」の文字び 
記載されている方につないでください。 



• つないだ USB 八ードディスク機器を使ラには本磯に登録する必要びあります。 

ホームボタンを巧して 、 jgS — [機能設定]-*^[録画設定]— [ HDD 登録]を選び、登録してください。 

登録後、つないだ USB 八ードディスク磯器へのワンタッチ録画やま組表録画予約ちでさます。 

• 接続には八プを使わず、本磯に直接 USB ケーブルをつないでください。八ブを使っている場をは録画でさません。 

• USB 八ードディスク機器に録画した番組は、本機でのみ再をでさます。 

• USB 八ードディスク機器に録画した番組は、ホームネットワークを利用して他機器で再生することはできません。 


(つづく） 17 



























オーデイオシステムをつなぐ 


オーディオシステムやホームシアター機器などをつなぎます。機器の入力端子に合ったケーブルをご使用 
<ださい。 


■ HDMI ケーブルでつなぐ 

Audio Return 〔 hannel ( ARC ) に対応している才ーデイオシステムと接続する場合には、 HDMI ケーブルを 
使って本機の HDMI 1 入力端子につないで < ださい。 


オーデイオ システム 



本機 


HDMI ケーブル(別売) 


HDMI 入力 



• Audio Return ChanneKARO に対応していない才ーデイオシステムと接続する場をは、 HDMI ケーブルに加えて、光デジタル 
接続ケーブルまたは音靑ケーブルちつなぐ必要があります。 


■ 光デジタル接続ケーブルでつなぐ 



光デジタル 
音声出力 


■音声ケーブルでつなぐ 



音声出力 


ご注意 


•オーデイオシステムを接続した場合、ホームボタンを巧して、次のよラに選んでください。 

S [音質 • 音声設定]-^[へッドホン • 音青外部出力設定]-^[音声外部出力] 

• オーデイオシステムを接続したとさは、本機のスピーカーを取りはずして設置することもでさます。詳しくは、磨本書の36ペー 
ジをご覧ください。 
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準備 4: インターネットの接続をする 


本機をインターネット回線につないで、インターネット上のさまざまなコンテンツを楽しめます。詳しくは 
r 電モ取説」をご覧 < ださい。 

• インターネットのご利用には、インターネット回線事業ちやプ□バイダーと異約する必要びあります。 



LAN ケーブルでつなぐ 

有線用ブ□-ドバンドルーターを準備し、 LAN ケーブル(別売)を使って本機とつなぎます。 


LAN ケーブル(別売） 


本機 


'] 

[' 

お n 


巨 tjj 





LAN 端子 


=«卞因} 


パソコン 




BD レコーダー など 


ブ □ー ドバンド ルーター 


モデム 


■# 


インターネッ 



• LAN ケーブルは、カテゴ U - 5に AT 5) 政上のケーブルを使用してください。 

• モデムやブ□ー ドバンドルーターの WAN 端子はインターネット回線用の端テのため、本機との接続は必ず LAN 端子を使用して 
ください。 

• ルーター機能付きのモデムを使巧している場をは、ルーターを別途準備するぶ、要はありません。モデムの仕様についてはお使 
いの回線業ちにご確認<ださい。 

• ルーター機能付さモデムの LAN 端子に空さびない場合は、 LAN 用八ブをご巧意ください。 


無線 LAN でつなぐ 


無線 LAN 機能を使って、ケーブルを使わずにインターネットやホームネットワークにつなぐことびでをます。 

ヒント 

• モデムとルーター(アクセスポイント)び一体化され、 ] つの機器で使用でさる製品もあります。ご利用の環境をご確認ください。 
• 無線 LAN ルーターの設定を変更でさる場をは、802.1 In または 5 GHz に設定してください。動画をスムーズに再生できます。設 
定のしかたは、無線 LAN ルーターの取扱説明書をご覽いただくか、ネットワークを設定した人(ネットワーク管理ち)にお問し、 

をわせ < ださい。 


本機 





つ 




n 


□ 




無線 LAN ルーター モデム 

(アクセスポイン h ) 



インターネット 
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準備 5: 電源コード 準備6:ケーブルを 

をつなぐ まとめる 


電源コードを本機後面につなざ、ワイヤークラン 
パーで固定します。すべての接続び終わり、ケー 
ブルの固定を行ってから、壁のコンセントにつな 
ざます。 

1付属の電源コードを奥までしっかり差 
し込む。 

2付属のワイヤークランパーを取り付け 
る。 


3ワイヤークランパーで電源コードを固 
定ずる。 



ご注意 


• 電源コードは、化の機器のケーブルとまとめないでくださ 
い。 


付属のワイヤークランパーを本機後面に取り付け 
て、ケーフルをまとめます。 

1ワイヤークランパーを取り付ける。 

2ケーブルをまとめる。 

3スタンドのネックヴポートカバーを上 
にスライドさせ(丘])、手前に引しに取 
りはずす (回)。 

4スタンドネックの配線留めに固定する。 
5ネックヴポートカバーを取り付ける。 






• 電源コードと他のケーブルはそれぞれ、左ち別の配線留め 
に固定してください。 
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スタンドの高さを変えた 
とさは 


本機後面3か所と左ちのスタンドのネックヴポー 
トカバーじ）にワイヤークランパーを取り付けて、 
ケーブルをまとめます。 



準備7:リモコンに 
電池を入れる 

1保護シートをはびす。 


2力/' C — をスライドさせる。 



3 ©極側か日電池を入れる。 


ご注意 


• カバーをスライドさせるとさに、指などをはさまないよラ 
にご注意ください。 
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準備 8: かんたん初 
期設定をする 


地上 • BS' 110度 CS デジタルの受信設定は、「かん 
たん初期設定」で一度にでをます。 

1電源を入れる。 


本機ち側面 



Q i/c!)( 電源)スイッチを押す。 

本機前面の1(電源ランプ)が、緑色に点灯 
していることを確認してください。 


ネットワーク設定について 

インターネットおよびホームネットワークに接続 
するための設定を行います。 

設定を自動で行ラ場含は[かんたん設定]、手動で 
行ラ場含は[マニュアル設定]を選んで < ださい。 
インターネットに接続しない場合、または後でネッ 
トワーク設定を行ラ場含は、[後で設定する]を選 
んで < ださい。 

• 無線 LAN ルーターのセキュ I 」ティを WEP 設定でお使いに 
なる場合は、[マニュアル設定]—[無線 LAN 設定]-►[検索 
する]で接続したいネットワーク名 ( SSID ) を選んでくださ 
い。 

ネットワーク名び表おされない場をは、[手動登録]で無線 
LAN ルーターの SSID を入力してください。 

• [ネットワーク設定]を後で行う場をは、ホームボタンを巧 
して、吉一^[通信設定]-^[ネットワーク設定]を選んでく 
ださい。 


リモコンボタンに希望のチヤ 
ンネルを割り当てる 


ヒント 

■ 画面ち下に r 展示モードを実行中です。」と表おされた 
場合は、「かんたん初期設定」でご家庭での視聴環境 
になるよラ設定してください。 


r かんたん初期設定」を行ラと、 U モコンの数字ボ 
タンのチヤンネルは自動で割り当てられます。お 
好みのチヤンネルと異なる場合は、手動でお好み 
のチヤンネルに変更してください。 


2画面のメッセージに従い、リモコンで 
設定する。 


# なクク。で項目や設定を選ぶ。 

ま定ボタンで選んだ 
項目や設定を®定する。 


1ホームポタンを巧して、次のように選ぶ。 

& ^ [放送受信設定]—[デジタル放送受信設 
定]一[地上デジタ j レ:プ U セツト登飼または 
旧 S :プ U セツト登録]、に S :プ U セツト登録] 

2お好みのチヤンネルに変更する。 


ご注意 


• ご購入後の一回だけ、初期設定をずる前に本機を快 
適に使うための処理をする必要びあります。 

処理中、約4日秒間は画と音び消え、本磯前面の図の 
〔消画/通信/タイマー)ランプびオレンジ色に点滅し 
ぶ 9 〇 

処理中は電源を切 b ないで < ださし、。 

〔この処理ま、製造時に実施されている場をびありま 
す。） 
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マンシヨンなどの共同受信シ 
ステム①設定をずる 


旧 S • CS :衛星アンテナ設定]を[切]にしてください。 

ホームポタンを押して、次のように選ぶ。 ■ 

を^ [放送受信設定]^ [アンテナ設定]— 準 

旧 S . CS : 衛星アンテナ設赶一脚] 備 


かんたんネリ期設定をあとでや 
り直ず 


引越しなどでお住まいの地域び変わったとをや地 
上デジタル放送び開始されたとをは、「かんたん初 
期設定」をや D 直してください。 

1ホームポタンを押して、次のように選ぶ。 

C ^め1んたん設定]^め1んたん初期設定] 

2画面のメッセージに従って設定する。 


ソフトウエアのダウン□ー ド 
について 


本機を最新の状態に保つために、デジタル放送ま 
たはネットワークから最新情報をダウン□ー ドし 
て、ソフトウェアを書を換える必要びあ D ます。 
ソフトウェアの自動取得び完了すると、本機起動 
時に更新確認画面が表示されます。 

怜すぐ更新]を選ぶと、ソフトウてア更新が始ま 
0ます。 

• 電源コードび掠かれていると、ダウン□ードは行われませ 
Aj 。 

• ソフトウェアの書き換え中は、本機前面の図めランプび 
オレンジ色に点滅します。電源コードを抜かないで<ださ 
し、ソフトウェアの書さ換えび途中で終了し、誤動作を起 
こす場合びあります。 

ヒント 

• ソフトウェアを自動で取得しないようにするには、 sgj 一 
[製品ヴポート]^ [ソフトウェア自動取得]-►[切]を選ん 
で < ださい。 
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テレビを見る 


〇 


本機ち側面 



2 


-3 


.10キー 


1電源を入れる。 

〇電源プラグをコンセントに差し込む。 

〇 1/む(電源)スイッチを押す。 

本機前面の1(電源ランプ)び、緑色に点打 
していることを確認してください。 

2見たい放送を選ぶ。 
liS^I I ■お 1 1 【お I 


3チヤンネルを選ぶ。 


[ 4 :。百|ミ 5 な lI ， を制' 

7 ま なや Q 6 
I PISS 〇 TUV 。-觀 

110ホ巧 l | lT 記号! I 寻之確定 I 


または 


チでンネル 



■ 2 ケタむ上のチヤンネルを選局する 
(10 キー選局） 

10キーボタンを押したあと、数字ボタンでチヤン 
ネル番号を入力して、最後に12ボタンを押します。 
• Ollch の場合： 

1〇丰_ /〇 ■•丘 

■ 一 KTil 一—一〜一の 


■ 枝蚕が付いているチャンネルを選局 
する 

他の地域の放送ち受信でさる場合、重複するチャ 
ンネル番号を区別するために、補助的な番号(枝蚕) 
が付いています(地上デジタルのみ)。 

• 0112 ch の場合： 

■ 一 ici 一 —一 —一 iff 一 H 一 iil 


ヒント 

• 再生ボタン、音声切換ボタン、数字ボタンの「5」、チヤンネル+ボタンの上には、凸点(突起)び付いています。操作の目印として、 
お使い < ださい。 

• お使いの機種により、使巧でをるボタンは異なる場をびあります。 


24 

















































3D を見る 


3 D メガネを使って 3 D 立体視ゲームや Blu - ray 3 D ディスク、 3 D 放送などの迫力ある 3 D 映像をお楽しみいた 
だけます。 

視聴ち法や設定などについては詳しくは、本機に内蔵の r 電子取説」をご覧< ださい。 



視聴中によく使ラボタン 



項目 

でさること 

田 カラー ボタン 

番組表表示中など、操作ガイド 
で表示されているとさに使えま 
す。 

图ま組表 

デジタル放送を視聰しなびら、 
放送中および 1 時間しツ内の番組 
を表示でをます。 

国]画面表 TT 、 

チャンネル、番組情報、時計を 
表术しま 9—0 

• [表示設定]で[時計表示]を[入]に設 
定しているときは、時計を非表示に 
でをません。 

团字幕 

字幕の入/切や言語を切り換え 
ます。 

医]音声切換 

副音声や第 2 音声(デジタル放送 
のみ)びあるとをに切り換えま 
す。 


f 
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ホームボタンでさまざまな機能を使う 


番組表や外部入力、テレビをお好みの設定に変更するなど本機ででさることの入り□となります。 
しツ下の手順は、画質や映像の設定を変更する場合の例です。 



1ホームポタンを押す。 



2ク岭を巧して、カテゴリーの中からを 
(設定)を選ぶ。 


設定の項目び画面ち側に表示されます。 



カテ 3’|」一につ いては r ホームメニュー カテ 3’ 
U -覧」（鹰27ぺージ)をご覧ください。 


3 0クを押して、[画質•映像設定]を選び、 
ミ夫定ポタンを押す。 



4設定や調整したい項目を変更する。 


■ホームメニューを終了する 

U モコンのホームボタンを押します。 


■オプションボタンを使う 

U モコンのオプションボタンを押します。 

そのときにできる便利な機能の項目び表示され、 
通常の手順よ D ち早く操作でをるよ5になります。 
なクで項目を選びミ夫定ボタンを押します。 


成 



















































ホームメニューカテゴリ-覧 



設定の詳細項目については、情モ取説」をご覽ください。 


•設定 

画質や音質、操作音などさまざまな設定や調整を行います。 

0 アプリキヤスト 

アプ U キャストのアプ U を選ぶことびでをます。 

n 国アプリケーシヨン 

インターネットに接続して使ラアプ U を選ぶことびでをます。 

グ 、 Sony 
【 J Entertainment 
Network 

オンラインヴービス "Sony Entertainment Network " からコンテン 
ツを選ぶことができます 。 "Sony Entertainment Network " が利用 
でさないとさは表示されません。 

か ネットチヤンネル 

インターネット動画サービスを選ぶことびでをます。 

ク 録画 

USB 八ードディスク機器をつないで、番組を録画したり、録画した 
番組を見たりでをます。 

ゴテレビ 

チャンネルー覽や番組表などから番組を選ぶことびでをます。 

巧メディ7 

USB 機器やホームネットワークでつないだ機器にイ呆巧されている写 
真/動画/音楽ファイルを再生でをます。 

JJ — J 入力切換 

入力機器の一覧から機器を選んで、テレビにつないだ機器の映像を 
見ることびでをます。 

お気に入り/履歴 

お気に入りや最近の視聴履歴から、見たいチャンネルや入力を選ぶ 
ことびでをます。 


f 


• お使いの状況により、表示される項目は異なりまず。 
• グレー表示の項目は選べません。 
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〈ブラビア〉ネットチヤンネルを見る 


映画やアニメなど、〈フラビア〉ネットチヤンネルの各種ネット動画サービスをテレビの画面で簡単に楽しめ 


ふ^ 〇 

利巧するには、ブ□ードバンド回線でインターネットにつなぐ必要があります。 

「準備4:インターネットの接続をする」 （ C ^19 ぺージ)および r 電子取説」をご覧になり、接続、設定を行って 
<ださい。 



2,3,4 


1ホームポタンを巧す。 



2ク今を押して、カテゴリーの中からを 
(ネツトチヤンネル)を選ぶ。 



3 0クを押して、ネットチヤンネルのサー 
ビスを選び、 ミ夫定ポタンを押す。 


4なクク今を押して、コンテンツを選び、 
ミ夫定ポタンを押す。 







• この機能びラまく働かないときは、インターネットに正しく接続されているか確認してください。 
• プ□バイダーによってインターネットの接続方法び異なります。 


• 本磯の[視聴年齢制限設定]や[インターネットビデオ制限設定]の設定によっては、暗証番号を入力しなければコンテンツを視 
聴でさないことびありまず。またコンテンツを提おするプ□バイダーによっては、本設定に対応していない場をびあります。 


ヒント 

• 〈ブラビア〉ネットチャンネルのご利用には実効速度 12 Mbps 程度政上の回線速度を推奨いたします。 

• 〈ブラビア〉ネットチャンネルのサービスを更新するには、ホームボタンを押して、次のよラに選びます。 
を一随信設定]一 [< ブラビア〉ネットチヤンみレの更新] 
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テレビでインターネットサービスを使う 


SEN ボタンを押すと、インターネットサービスの入口となる Sony Entertainment Network の画面が表示 
されます。この画面から、さまざまなサービス和コンテンツ、アプ U ケーシヨンにアクセスでさます。この 
画面の内容は、随時更新されます。 

利巧するには、ブ□ードバンド回線でインターネットにつなぐ必要があります。 

「準備4;インターネットの接続をする」 （ C ^19 ぺージ)および r 電子取説」をご覧になり、接続、設定を行って 
<ださい。 



1 SEN ポタンを巧す。 



2 0クク今を押してヴービスや Web サイ 
卜を選び、決定ポタンを押す。 





f 


ヒント 

• サービスによっては、事前に利用登録び必要な場を 
びあ0ます。 
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電子取説で使いかたを調べる 


本機は、テレビ本体にテレビ画面で見ることびでさる r 電子取説」を搭載しています。必要なとさにリモコン 
の電子取説ボタンを押せば、画面ですぐに見ることびでをます。 



戻る 




• イ方ージ/イラストは実隙の表示と異なる場合びあります。 

ヒント 

.ク今を巧してページを移動でさます。 

U モコンの戻るボタンを押すと、前の画面に戻りまず。 


電子取説ポタンを押す。 

電子取説 

@ 


2項目を選ぶ。 

〇々今を押して使いたい画面を選びます。 


感 



〇 なクク咬を押して巧りたい項目を選び、 
決定ボタンを押します。 



LK1 卜5ブル 

CW« 30») 


户I••ピの■■が R — でい ■ a 田11こ. 


!P ■S®l'5 ブル 
iCMsesOfi m の卜9ブル 
旧己 A— K デ•（スク a ■の►•ラブル 


スク□ールバー* 

* 填目び2ページ政上に渡る場合には、スク□ールバー 
び表示されます。 

その場合、クを巧すと、なのページび表示されます。 

説明画面が表示されます。 
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よく見るページを登録ずる 
(しおりを使ラ） 


テレビ操作中にぺージを再表 
示ずる 


よく見るページを登録して、すぐに表示すること 
びでをます。 

■ページを登録する 

登録したいページを表示中に、緑のカラーボタン 
を押して < ださい。 



r 電子取説」の画面と、テレビ画面を交互に切り換 
えることびでをます。電子取説で操作ち法を確認 
しなびら、テレビを操作でさるので便利です。 

電子取説ボタンを押すたびに、前回見ていた電子 
取説の画面と、操作画面び切り換わります。 



■ 登録したぺージを表示する 

電モ取説の画面表示中に、赤のカラーボタンを押 
してください。 



ヒント 

• IJ モコンの戻るボタンを巧すと、前の画面に戻0ます。 

■ 登録したページを削除する 

登録したページを表示中に、緑のカラーボタンを 
押して < ださい。 


電子取説 
@ 


操作画面 



ヒント 

• 「電子取説」の表紙に戻るには、青のカラーボタンを巧して 
ください。または、ホームボタンを押して sSs - ►[電テ取 
説]を選んで < ださい。 

• 電源を切ったり、スタンバイ状態になったとさに再び「電 
子取説」を表示した場合は表紙に戻ります。 


使いかたを調べる 
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故障かな？と思った 5 


r 電モ取説」の r 問題と対処」ちあわせてご覧ください。 

インターネットのホームページでちよくあるお問い合わせ ro & A 」 を紹かしています。 
http :// www . sonv . jp / support / tv / faq / 


C まず確認して<ださし 、> 


アンテナ線 ( UHF 用同卽アンテナ 
ケーブル)をしっか0つなぐ。 



電源コードをしっかりつなぐ。 



• ゆるんだり、抜けたりしてい 
ないか。 

• お線び巧びっていなし、か 
(煩15ぺージ)。 


1/と) (電源)スイッチを入れる。 



こんな場合は故障ではありません 


画面に光る点、または光5ない点がある。 


「ピシッ」というきしみ音が出る。 



\ ピシ ッゾ 


輝点•滅点 




液晶テレビの映像は微細な画素の集合です。 

画面の一部に画素欠け传輝点び存在する場合びあ0ま 
す。 

電源を入れたときや電源スタンバイ時に r カチッ」と音びず 
る。 

\カチッ/ 


電源を入れたとさは、内部の回路び働くため音びします。 
また電源スタンバイ時は、データ養信やソフトウエアの書 
き換えのために本機の電源び自動的に入り、音びすること 
びあ0ます。本機前面の図 の ランプびオレンジ色に点減 
しますび、故障ではあ0ません。 


電源を入れているかどラかに関ね5ず、周囲との温度差 
でキャビネットび伸縮し、「ピシッ」という音び出ること 
びあ0ます。 

電源び入6なくなった/画面や音が出なくなった/ 

リモコンや機能び使えなくなった 



何5かの原因によ0、テレビび一時的に誤動作を起こして 
いる可能性びありまず。本機の電源コードを抜さ、約2分後 
に再度つないでから、本体の電源ボタンで電源を入れてみ 
て < ださい。 
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症状 

対処のしかた 

参照ページ 

本機の 電源び突然 

• [無操作電源オフ]を設定していると自動的に電源び切れます。 


切れた/し、 つのまに 
か消えていた。 

• [オンタイマー]を利用して電源を入れた場を、設定した視聴時間を経過すると、 
電源が切れます。 


1」モコンで 本機を 

操作でをない。 

. 1」モコンで操作でさなくなったり効さづらくなったりする場を、到達距離び短い 
と感じたら、電池の電圧び不足していますので、電池の交換び必要です。電池を 
交換してください。 

21 


• ©極側か5電池を入れてください。電池の©@び正しい向きになっているか確認 
して < ださい。 

21 


• 本機や U モコンを金属製のテーブルやラックなどに設置すると U モコンの無線通 
信に支障をきたし操作でさないことびあります。 



• 近くに電テレンジや無線装置びあるときは U モコンで操作できないことびあります。 



. U モコンをちラー度登録してください。 

本体のホームボタンを押して 、 sSs — [かんたん設定]— [ U モコン登録]の順に選 
びます。 



. 1」モコン先端部を手などで覆わないよラにして操作してください。 



• 1」モコンは最後に登録した1台のテレビしか操作できません。 



. プラビア U ンク対応機器の操作モードになっています。 U ンクニューボタンを 
押して、[テレビを操作ずる]一柿ーム(メニュー)]または[オプション]を選び、 

本機を操作してください。 



• 4 k 解像度で写真を見るとさに、写真の再生中はメニュー画面や操作ガイド、メッ 
セージび表おされません。再生を終了する場合は、戻るボタンを押すか、入力切 
換ボタンを巧して入力を切り換えてください。 


1」モコ； y に 録画機器 

を登録でをない。 

• 本機に付属のリモコンは、録画磯器の登録に対応していません。 


HDMI 入力に切 

り換えると 1」モコ 

ンで操作でをない。 

. U ンクメニューに対応していない HDMI 機器の可能性びあります。 

1」ンクメニューボタンを巧して、[テレビを操作する]—►[ホーム(メニュー)]一 ► 

SSS 一 [列■部入力設定]-^ [H DMI 機器制御設定]^ [ U モコン操作ボタン設風一 
[標準]の順に選びます。 


画像び 乱れる。 

• アンテナ線は電源コードか5でさるだけ離してください。 


本機の周辺び 熱し、 0 

•長時間使用したとさなどに、本磯の上部や後面び熱<なり、手で輔れると熱く感 
じることちあります。 


接続端子び 使ぃづ 

• スピーカーの角度を変えて、接続機器をつないで<ださい。 

36 
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スタンドの高さを変 
える 

スタンドの高さを変えるとさは、一度スタンドを 
取りはずしてください。スタンドをはずした状態 
で作業するときは、本機び入っていた箱やクッショ 
ンななどを使って仮置をしてください。 

また、付属のネジに合ったドライバーをご用意く 
ださい。電動ドライバーを使ラ場合、締め付け卜 
ルクは約1 .5 N . m り5 kgf . cm ) に設定してくださ 
い。 


スタンドを取りはずず 

1作業の準備をする。 


ご注意 


. 作業のときは、本機の箱やクッションなをお使いく 
ださい。 

スタンドびない状態で本機を直接床に置< と、床を 
傷つけたり、本機のをおや破損の原因となることび 
あ0ます。 

〇本機び入っていた箱のふたを平らな床に 
置く。 



Q 本機の下側に使われていたクッションネオ 
を、向をを確認して置く。 



2付属のスタンドをはずす。 

〇スタンドのネックサポートカバーを上に 
スライドさせ（の）、手前に引いて取りは 
ずす個)。 



〇 ^ の位置の本体固定巧ネジをはずす。 



〇テレビ本体を持ち上げて、スタンドをは 
ずす。 

必ず4人し U 上で行ってください。本機の持 
ち運びかたは、が本書の11ページをご覧 
<ださい。 
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• お買い上げ時に取り付けられていたスタンドに戻ず場合は、 
必ず保管したネジを元の場所に取り付けて<ださい。 

• 取0はずしたスタンドのネジは、壁掛けユニットの取り付 
けに使用しないでください。 

• 取0はずしたスタンドおよびネジは、大切に保管してくだ 
さい。スタンドを個別に購入することはでさません。 

3テレビ本体を一時的に置く。 

〇テレビ本体を、準備したクッシヨンネオに 
はめ込んで置く 0 



〇 2人 U (上でテレビ本体を支える。 

必ずテレビ本体を支えながら作業して< 
ださい。 



スタンドの高さを低くずる 

付属のスタンドネック （ S ) に付け替えて、高さの 
化いテーブルトップタイプのスタンドで設置する 
ことちでをます。 

1付属のスタンドネック （ S ) に付け替える。 

〇スタンド底面のスタンド組み立て用ネジ8 
本をはずして（の）、スタンドネック（じを 
取りはずす(回)。 



〇 付属のスタンドネック（幻に付け替え 
(日])、前の手順でスタンド底面からはず 
したネジ8本を使って固定する（回)。 
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その他 


















































2 テレビ本体にスタンド(テーブルトップ 
タイプ)を取り付ける。 

〇テレビ本体をスタンドに載せる。 



Q 本機後面の♦の位置からはずしたネジ4 
本で締めて、スタンドを固定する。 



〇左ちのスタンドネックにネックサポート 
カバー(幻を押しあて（田）、下にスライ 
ドさせて取り付ける（国)。 



ご注意 


• テーブルトップタイプのスタンドを使ラとさは、スタンド 
ネックの中にケーブルを収納でさません。詳しくは「準備 
6：ケーブルをまとめる」（@■本書の20ページ)をご覧くだ 
さい。 


スピーカーの 角度を 
変える/取りはずす 


本機左ちのスピーカーは、角度を変えたり、取り 
はずすことびでをます。 


スピーカーの 角度を変える 

壁掛け ユニッ ト使用時など壁とのすを間び少な<、 
本機側面のボタンや接続端テび使いづらいとをは、 
スピーカーの角度を調整してお使いいただけます。 

1本機後面の下ちにあるスピーカー回転 
固定ネジを緩める。 



2 スピーカーの 角度を変える。 



3本機側面のポタンや接続端子を使ラ。 

4 スピーカーの 角度を元に戻し、 スピー 
力一回転固定ネジを締め直す。 

• スピーカー回転固定ネジは取りはずせません。 

• スピーカー回転固定ネジは、必ず締めてお使いくださし、。 
スピーカーび不用意に動くと、手を巧んだり、顔や体をぶ 
つけるなどケガの原因となることびあります。 
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スピーカーを 取りはずず 

才ーディオシステムを使うときは、本機のスピー 
力一を取り はずして設置することちでをます。 
オーディオシステムの接続のしかたについては、 

が本書の18ページをご覧ください。また、オーディ 
オシステムの取扱説明書ち併せてご覧<ださい。 

• 本機後面の作業をするときは、スタンドに立てたまま、しっ 
か0本機を支えなびら行ってください。 

1テレビ本体下方のスピーカー取り付け 
ネジとスピーカーケーブルをはずす。 



3スピーカーを外側に水平に引き、取り 
はずす。 



4反対側も同様にして、スピーカーを取 
りはずす。 


ご注意 


• 取りはずしたスピーカーおよびネジは、大切に保管してく 
ださい。スピーカーを個別に購入することはできません。 

• お買い上げ時に取り付けられていたスピーカーに戻す場合 
は、必ず保管したネジを元の場所に取り付けて<ださい。 


2スピーカーび落下しないよラに手で支 
えなが5、テレビ本体上方のスピーカー 
取り付けネジをはずす。 
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別売アクセサリーを取り付ける 


SU-WL500 を使う 


本機はなの別売アクセヴ U —に対応しています(2012年9月現在)。 

• 壁掛け ユニット 

SU - WL 500 

壁掛け ユニットは 確実な取 D 付けび必要です。テレビの機種名を確認して、指定された壁掛け ユニッ トを使 
用してください。また、必ず壁掛け ユニットの 取扱説明書ちご覧にな D 、 確実に行ってください。 


壁に取り付ける場合は、なず指定の壁掛け ユニッ トを使用し、専門業ちに取り付けを依頼してくださし、。 
また、取り付け時には設置関係ち！•ソが近づかないでください。 

専門業者しツ外の人び取口付けたり、壁への取り付けび不適切だと、テレビび落下した D して、巧撲や骨 
巧など大けびの原因となることびあ D ます。 


本機に壁掛けユニットを取り付ける場合、テレビ後面からネジをはずす必要びあります。 

ネジに合ったドライバーをご用意ください。電動ドライバーを使5場合、締め付けトルクは約 1.5 N-m 
{1 5 kgf . cm ) に設定してください。 



ご注意 


•本機後面の作業をするとさは、スタンドに立てたまま、しっかり本機をすえなび5行ってください。 
• 取りはずしたネジは、子どもびさわ5ないよラに安全な場所に保管してください。 

• テレビに付属のスタンドに戻す場をは、必ず保管したネジを元の場所に取り付けてください。 
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下記ちご覧ください。 

. 壁掛け ユニッ トの取扱説明書 

•「テレビ取り付け寸法表」本書の40ページ） 

•「スタンドを取りはずす」（面■本書の34ぺージ） 

• 「スピーカーの角度を変える/取りはずす」（が本 
書の36ページ） 


ネジ•フック位置一覧表 


テレビ型名 

ネジ位置 

フック位置 

KD -84 X 9000 

d、j 

a 


■ ネジ位置 

マウンティングフックをテレビに取り付ける場合 

SU - WL 500 


C 

0 

pi! 

、 


广 

らち 

m 


!■ [i 

ん 

1 § 

卜 bi 


广 

3 呂 

V 

し 

•1 

id 

- 

j ド 

1 


呼 





■フック位置 

テレビをベースブラケットに取り付ける場合 

SU - WL 500 
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テレビ取り付け寸法表 


取り付け寸法は取り付け状態により若干異なることびあります。 


言口 

取り付ける壁にはテレビ質量の4倍に耐え b れる強度を要します。 
テレビの質量は本書の42ページをご覧ください。 


SU - WL 500 



単位 : mm 


テレビ寸法 

画面 中' じ勺■法 

取り付け寸法 

④ 

(D 

⑥ 

〇 

e 

スピーカー含む 

スピーカーなし 

スピーカー含む 

スピーカーなし 

171 

751 

130 

2,137 

1,926 

1,136 

1,136 


• 本磯の取り付け角度は変えられません。 
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主な仕様 


受信方式 

地上デジタル放送ち式、 BS デジタル放送ち式、110度 CS デジタル放送方式 

受信チヤンネル 

VHF 1〜12チャンネル、 UHF 13〜62チャンネル 

CATV (ケープルテレビ放送会社との受信契約び必要）： C 1 3〜 C 63 

地上デジタル ‘ BS デジタル’110度 CS デジタル(テレビ•ラジオ•独立データ)の各チャンネル 

BS デジタル’110度 CS 
デジタル対応周波数 

1日 22 MHz 〜2072 MHz 

BS デジタル’110度 CS 
デジタル対応□一カル 
周波数 

10.678 GHz 

使巧スピーカー 

ツイーター 1.9 cm (2)、 ウーファー 5 cm (4)、 サブウーファー 5 cm (4) 

音声出力 
(実用最大出力） 

1 2.5 W +12.5 W +12.5 W +12.5 W 

アンテナ端子 

地上デジタル、 BS /110 度 CSIF 75 Q F 型コネクター(コンパーター用電源出力、 DC 15/11 V 最大 4 W 、 

お線側+、オート/入/切、六ニュー切り換え） 

ビデオ入力端子 

映儘：ピンジャック 

音声：ピンジャック、2チャンネル 

コンポーネント入力 
端子 

D 5 映儘: D 端モ 

音声：ピンジャック、2チャンネル 

HDMI 1 〜4入力端子 

HDMI 1、 4 

映儘 (2 D ): 480し 480 p 、720 p (60、 30 Hz )、720/24 p 、 108 0 i (60 Hz )、 108 Op (60、30 Hz )、 1080 /24 p 、 
PC フオーマット 

HDMI 2、3 

映像口 D ): 480 し 480 p 、 の郎(60、 30 Hz )、720/24 p 、 108 0 i (60 Hz )、 108 Op (目日、 3 日 Hz )、 1080 /24 p 、 
3840 X 21 目 Op (3 日、 24 Hz ). 4 C 巧 6 X 2160 p (24 Hz )、 P 〔フォーマット 

映儘 (3 D ): 

-フレームパッキング 720 p (60、30 Hz )、720/24 p 、 108 0 i (60 Hz )、] 日 8 日 p (30 H 之)、 1080/24 p 
-左ち分割方式(サイドバイサイド） 720 p (60 Hz )、 108 0 i (60 Hz )、 108 0 p (60 Hz )、 1080 /24 p 
-上下分割ち式（トップアンドボトム） 720 p (60 Hz )、 108 0 i (60 Hz )、 108 0 p (60、30 Hz )、1080/24 p 
音声: 2 チャンネルリニア PCMG 2/44. V 48 kHz 、 16/20/24ビット）、ドルビーデジタル、 MPEG 2 AAC (^' 
ジタル放を） 

アナログ音声: PC 音声入力端子(ステレオミニジャック）と兼巧 （ HDMI 3 入力のみ） 

Audio Return Channel ( ARC ) 対応 ( HDMIl 入力のみ） 

音声出力端子 
(へッドホン端子兼用） 

ステレオ S ニジャック 

光デジタル音声出力端モ 

角型端子、 P 〔 M (32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz )、 ドルビーデジタル、 MPEG 2 AAC (デジタル放送） 

スピーカー音声出力端 
子 

付属スピーカー専用端子 

LAN (10/100) 端デ 

1日 BASE - T / IOOBASE - TX コネクター(ネットワークの使用環境により、接続速度に差び生じることびあり 
ます。本徽ま 10 BASE - T /100 BASE - TX の通信速度や通信品質をイ呆証するものではありません。） 

PC 入力端子 

RGB 映像 : Mini D - Sub 15 ピン 

音声:ステレオミニジャック （ HDMI 3 音声入力と兼用） 

ホ ( USB 端子） 

Hi-Speed USB 

USB 1 端子、 USB 2 HDD 録画端子 



その他 


入出力端子 


(つづく) 
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動作温度 

0て:〜40む 

動作湿度 

10%- 80%(結露なきこと） 

消費電力 

574 W 

消費電力 

cu モコン待機時） 

0.20 W (データ取得時を除く） 

年間消費電力量 
(スタンダード時） 

555 kWh / 年 

区分名 

DGUFHD 、 液晶倍速、付加機能 1) 

受信機型サイズ 

84 V 

パネル解像度 

3840 X 21 目 0 X 3( RGB ) (ドット:水平 X 垂直） 

有効画面サイズ* 

(幅•高さ•巧角） 

186.0 •104.7-213.5 cm 

視野角(左ち/上下） 

178/178度 ( JEITA 規格準拠コントラスト比10:1 ) 

最大が形寸法* 

(最大突起部分を除 <) 

(幅 X 高さ X 奥行を） 


スタンド L (フ□アスタンド 
タイプ)含む 

スタンド S (テープルトップ 
タイプ)含む 

スタンドなし 

スピーカー含む 

2137 X 151.1 X 56.7 cm 

2137 XI 20.9 X 56.7 cm 

2137 xil 3.6 X 9.0 cm 

スピーカーなし 

192.6 X 151.1 X 567 cm 

1 92.6 XI 20.9 X 567 cm 

192.6 X 113.6 X 7.9 cm 

質量# 

スピーカー含む 

97.9 kg 

95.2 kg 

80.0 kg 

スピーカーなし 

90.5 kg 

87.8 kg 

72.7 kg 

電源 

Aa 00 V ,50/60 Hz 

別売アクセサ U — 

壁掛けユニット： SU - WL 500 
カメラ•マイクユニット： CMU - BR 100 


有効画面サイズおよび最大外形寸法と質量は、おおよその値です。 


• 受信機型サイズは、有効画面の対角寸法を基準とした大ささの目まです。 

• このテレビは日本国内用です。電源電圧、放送規格の異なる列国ではお使いになれません。 

• 仕様および外観は改良のため予吉なく変更ずることびありまずび、ご了承ください。 

• 「」に C 61000 -3-2 適合品」です。 

JISC 61日日 0-3-2 適を品とは、日本工業規格「電磁両立性-第 3-2 部:限度値-高調波電流発生限度値り相当たりの入力電流び 20 A 
政下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計•製造した製品です。 

区分名と年間消費電力量について 

• 区分名 

「エネルギーの使用の合理化に関する法律(省エネ法)」では、テレビに使用される画素数、表示素子、動画表示及び付加機能の 
有無等に基づいた区分を行なっています。その区分名称を言います。 

• 年間消費電力量 

省エネ法に基づいて、一般家庭での1曰の平均視聴時間 (4.5 時間)を基準に算出した、1年間に使用する電力量です。 

シミ ユレーテッ ド 3 D 機能について 

•当機能を使ラと、本機側での映像変換により、才 U ジナルの映像と見えかたに差び出ます。この点にご留意のラえ、当機能を 
お使い < ださい。 

•本磯を営利目的、または公衆に視聴させることを目的として、喫茶店、ホテルなどで、当機能を利用して 2 D 映像を 3 D 変換し 
て表示ずると、菁作権法上で保護されている著作者の権利を侵害する恐れびあります。 


電源部、その他 
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商標について 


• ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づを製造されて 
います。 

Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビーラボラト 
IJ ーズの 商標です。 

• "FACE DETECTION " の□ゴはソニー株式会社の商標です。 

• HDML HDMI High-Definition Multimedia Interface お 
よび HDMI □ゴは 、 HDMI Licensing LLC の商標もしくは 
米国およびその他の国における登録商標です。 

• DLNA @, the DLNA Logo and DLNA CERTIFIED ® are 
trademarks , service marks , or certification marks of 
the Digital Living Network Alliance . 

• Adobe は Adobe Systems Incorporated (アドビシステ 
ムズ社)の米国ならびに他の国における商標または登録商 
標です。 

• 「おサイフケータイ」は株式芸社 NTT ドコモの登録商標です。 

• FeHCa (フェ U 力）は ソニー 株式尝社の登録商標です。 

• rPOCKETCHANNEU、 「ポケットチヤンネル」はソニー株 
式を社の登録商標です。 

• 「楽天 Edy 」 は、楽天 Edy 株式芸社び管理するプリペイド型 
電子 マネーサービスの ブラン ドです。 

•「 QR コード」は株式尝社デンソーウェーブの登録商標です。 

• rrracklD 」 は 、 Sony Mobile Communications AB の商標 
または登録商標です。 

• Gracenote ®、 Gracenote の□ゴと□コ’タイスおよび 
Towered by Gracenote " □ゴは、米国および/またはそ 
の他の国における Gracenote , Inc . の登録商標または商標 
です。 

• © 1 995-2012 Opera ® Browser および Opera ® ブラウヴ 
は Opera Software ASA の登録商標です。 Opera の□ゴは 
Opera Software ASA の商標であり、各国の菁作権法、各 
種条約及びその他の法律で保護されています。 

• Wi-Fi Direct は Wi-Fi Alliance の商標です。 

• "Sony Entertainment Network " およびその□ゴはソ 
ニー株式尝社の商標でず。 

• " PlayStation ®3— 、 ^ PlayStation " 、および" SimulView " は 
株式を社ソニー•コンピュータエンタテインメントの登録 
商標です。 


田 

DIG 


DOLBY 

ITAL PLUS 1 

PULSE 1 



HiDmi 


0 OPERA 

software 


qracenote. 


を 


dina 

CERTIFIED 


使用上のご注意 


漱晶画面について 

• 液晶画面を太陽にむけたままにすると、液晶画面を傷 
めてしまいます。屋外や窓隙には置かないでください。 

•液晶画面を強<押したり、ひっかいたり、上に物を置 
いたりしないでください。画面にムラび出たり、液晶 
ノ くネルの故障の原因になります。 

• 寒い所でご使用になると、画像び尾を引いて見えたり、 
画面び暗く見えたりすることびあ0ますび、故障では 
ありません。温度び上びると元に戻ります。 

•静止画を継続的に表示した場含、残像を生じることび 
ありますび、時間の経過ととちに元に戻0ます。 

• 使巧中に画面やキャビネットびあたたか<なることび 
ありますび、故障ではありません。 

• 長時間使巧したあとに液晶画面の外周を触ると、熱く 
感じることびあります。 

輝点•減点について 

画面上に赤や青、緑の点(輝点)び消えなかったり、黒い 

点(滅点)び表れた0しまずび、故障ではあ0ません。 

液晶画面は非常に精密な技術で作5れており、99.99% 

政上の有効画素びありまずび、ごくわずかの画素欠けや 

常時点灯する画素びあ0ます。 

3 D メガネの取り扱いについて 

• 指紋などで巧さないため、レンズ面には直接手を触れ 
ないよラにして < ださい。 

• 暖房器具の近<や自動車巧など温度の高い所には、置 
かないでください。 

•夕 I 圧を加えると変形することびあ0ますので、無理な 
が圧を加えないよラにを意してください。 

• 保管中や輸送中に硬いちの(たとえば金属品または 
バックル、ファスナー、角のあるプラスチック等)び 
レンズ面に直接ふれないよラにごま意ください。 

• 老朽化び顕着な場合や、レンズに亀裂、破損など、明 
5かに傷んでいる場合は、ご使用にな5ないで<ださ 
い。 

• レンズの細かなス U 傷は、視界の巧げとなる可能性を 
おります。 

• 横になったり顔を傾けたりすると、 3 D 効果を感じにく 
くなるほか映像の色び変わって見えることびあ0ます。 


(つづく) 
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メモリーに保存されるデータに関ずるご注意 

. 本機のメモリーには、各種機能の設定時に IP アドレス、 
ブックマークなどび、また、ご使用にあたってメール、 
番組購入履歴などび記録されます。 

.本機のメモリーには、放送事業者の要求によ0お客様 
び入力した個人情報や、データ放送のポイントなどび 
記録される場合びあります。 

•本機を廃棄、讓渡などする場合には、本機のメモ U — 

に記録されているデータを消去することを強<おすす 
めします。消去の方法について詳しくは、電子取説を 
ご覧 < ださし、。 

.本機の不具合•修理など、何らかの原因で、本機のメ 
モ U —に保をされたデータび破損 • 消滅した場合など、 
いかなる場合においてを記録内容の補償およびそれに 
付随するあらゆる損害について、当社は一切責任を負 
いかねます。また、いかなる場合においてを、当社に 
て記録内容の修復はいたしません。あらかじめご了承 
ください。 

付属の電源コードについて 

付属の電源コードは本機専用のちのです。化の機器では 

使用しないでください。 

LAN 端子に接続する機器について 

電気通信事業法に基づ<認定品に接続して<ださい。 

廃棄するときのごま意 

家電リサイクル法では、お客様びご使用済みの液晶テレ 

ビを廃棄される場合は、収集•運搬料金、再商品化等料 

金 （ U サイクル料金)をお支払いいただを、対象品を販売 

店和市町村に適正に引さ渡すことび求め5れています。 

乾電池についての安全上のごま意 

漏 液、発熱、発义、破裂などを避けるため、下記のこと 

を必ずお守りください。 

• 火の中に入れない。ショートさせたり、分解、加熱しない。 

• 充電しなし、。 

• +と一の向さを正しく入れる。 

•電池を使いさったとさ、長時間使用しないとさは、取 
0出してお<。 

. 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて 
使わない。 


垃 i ミち意] 

• 指定された種類の電池を使用する。 

• 廃棄の際は、地方自治体のま例または規則に従ってく 
ださい。 

ちし電池の液び漏れたとさは、1」モコンの電池入れの液 
をよ<ふをとってか5、新しい電池を入れて<ださい。 
万一、液び身体についたとさは、水でよく洗い流してく 
ださし、。 


3D 映像視聴についてのま全上 
のごま意 

3 D 映像の視聴中や 3 D 立体視ゲームのプレイ中に目の疲 
労、疲れ、気分び悪くなるなどの不快な症状び出ること 
びあ0ます。 

3 D 映像を視聴した0、 3 D 立体視ゲームをプレイすると 
きは、定期的に休憩をとることをおすすめします。必要 
な休憩の長さや頻度は個人によって異なりますので、ご 
自身でご判断ください。 

不快な症状び出たときは、回復するまで 3 D 映像の視聴 
や 3 D 立体視ゲームのプレイをやめ、必要に応じて医師 
にご相談ください。 

本機に接続する機器やソフトウエアの取扱説明書をあわ 
せてご覧ください。最新情報については、ホームページ 
(|1けり://\/\^\/\/.50^.]り/5叩り0け/1：乂/)をご覧ください。 
なお、お子さま(特に6歳未満のテ）の視覚は発達段階に 
あります。おモさまび 3 D 映像を視聴した0、 3 D 立体視 
ゲームをプレイする前に、小児科や眼科などの医師にご 
相談いただ<ことをおすすめします。 

大人のかたは、お子さまび上記を意点を守るよラ監督し 
て < ださし、。 
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無線リモコンについて 


内蔵無線 LAN について 


本機の使用上の注意事項 

本機の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業•科 
学•医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用さ 
れている移動体識別用の構内無線局(免許を要する無 
線局)および特定ル電力無線局(免許を要しない無線 
局)な5びにアマチュア無線局(免許を要する無線局） 
び運用されています。 

1本機を使用する前に、おくで移動体識別用の構内無 
線局および特定ル電力無線局ならびにアマチュア無 
線局び運用されていないことを確認してください。 

2万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して 
有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やか 
に使用周波数を変更するか、または電波の発射を停 
止した上、ソニーご相談窓口にお問い合わせいただ 
さ、混信回避のための処理など(たとえばパーティ 
ションの設置など）についてご相談ください。 

3その他、本機か5移動体識別用の特定か電力無線 
局あるいはアマチュア無線局に対して、有害な電 
波干渉の事例び発生した場合など何かお困りのこ 
とび起きたときは、ソニーご相談窓□にお問し、合 
わせ <ださい。 

_ この表示のある無線機器は 2.4 

〇 4 D 。1 I GHz 帯を使用しています。 

変調方式として DS - SS 方式を採用 
し、与干渉距離は 10 m です。 


電波法に基づく認証について 

本機内蔵の無線装置は、電波法に基づくか電カデータ通 
信の無線設備として認証を受けています。証明表示は無 
線設備上に表示されています。従って、本製品を使用す 
るとをに無線局の免許は必要ありません。 

ただし、下の事項を行ラと法律で罰せられることびあ 
0ます。使用上のを意に反した機器の利用に起因して電 
波法に抵細する問題び発生した場合、弊社ではこれに 
よって生じたあらゆる損害に対する責任を負いかねます。 
• 本機内蔵の無線装置を分解/改造すること。 

• 本機内蔵の無線装置に貼5れている証明ラベルを剥び 
すこと。 

Fel に a ポート ( Fel に a 対応リーダー/ライ 
ター）について 

本機内蔵の FeHCa ポート ( FeliCa 対応リーダー/ライター） 
は、電波法に基づ<型式指定を受けた誘導式読み書さ通信 
設備です。使用周波数帯は、 ] 3.56 MHz 帯です。本機内蔵 
の Fel に a ポートを分解、改造したり、型式番号を消すと、 
法律で罰せ5れることびあります。周囲で複数の U —夕'一 
/ライターをご利用の場合、1 mULL 間隔をあけてお使いく 
ださい。また、他の同一の周波数帯を使用中の無線機び近 
くにないことを確認してからお使いください。 


本機の使用上の注意事項 

本機の使巧周波数帯では、電子レンジなどの産業•科 
学•医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用さ 
れている移動体識別用の構内無線局(免許を要する無 
線局)および特定ノ」\電力無線局(免許を要しない無線 
局)な5びにアマチュア無線局(免許を要する無線局） 
び運用されています。 

1本機を使用する前に、おくで移動体識別用の構内 
無線局および特定ル電力無線局な5びにアマチュ 
ア無線局び運用されていないことを確認してくだ 
さい。 

2万一、本機か5移動体識別用の構内無線局に対し 
て有害な電波干渉の事例び発生した場合には、速 
やかに使用周波数を変更するか、または電波の発 
射を停止した上、ソニーご相談窓口にお問い合わ 
せいたださ、混信回避のための処理など(たとえば 
ノ くーテイシヨンの設置など）についてご相談くださ 
い。 

3その他、本機から移動体識別用の特定ル電力無線 
局あるいはアマチュア無線局に対して、有害な電 
波干渉の事例び発生した場合など何かお困0のこ 
とび起をたとをは、ソニーご相談窓口にお問い合 
わせ <ださい。 


2. 4 DS /0 F 4 


この表示のある無線機器は 2.4 
GHz 帯を使用しています。 

変調方式として DS - SS 方式および 
OFDM 方式を採用し、与干渉距離 
は 40 m です。 


電波法に基づく認証について 

本機内蔵の無線装置は、電波法に基づくル電カデータ通 
信の無線設備として認証を受けています。証明表示は無 
線設備上に表示されています。従って、本製品を使用す 
るとさに無線局の免許は必要あ0ません。 

ただし、下の事項を巧ラと法律で罰せ5れることびあ 
ります。使用上のま意に反した機器の利巧に起因して電 
波法に抵触する問題び発生した場合、弊社ではこれに 
よって生じたあらゆる損害に対する責任を負いかねます。 
• 本機内蔵の無線装置を分解/改造すること。 

• 本機内蔵の無線装置に貼られている証明ラベルを剥び 
すこと。 

法令により 5 GHz 帯無線装置を屋外で使巧することは禁 
止されています。 


その他 
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お手入れについての保証書とアフター 
ごま意 サービス 


誤ったお手入れをした場合、テレビを傷つけたり、 
故障の原因にちなりますので、必ず電源プラグを 
コンセントから抜いて、次のことを必ずお守りく 
ださい。 


■液晶画面、外装のお手入れ 

下のことは行なわない 

• 本機に直接水や洗剤を絶対にか 
けないで< ださい。吹さかけた 
水や洗剤び画面下部や外装部に 
たれて本機の内部に入り込み、 

故障する場合びあります。 

• 殺虫剤やシンナーやベンジンのよラ 
な揮発性のちの、クレンザーのよラ 
な研磨剤は使わないでください。変 
質したり、塗装びはげたりすること 
びあ0ます。 

• テレビとスタンド(テーブル 
トップスタンド)部の間に手を 
入れて掃除しないで<ださい。 

狭いので、手を挟むこともあり 
ます。 

• 画面のミちれをふさ取るとさは、画面に圧力をかけないでく 
ださい。 

• ゴムやビニール製品に長時間接触させないで<ださい。変 
質したり、塗装びはげたりすることびあ0ます。 

• 市販の液晶/ f ネル用保護フイルターなどは使わないでくだ 
さい。 


本機は曰本国内専田です。電源電圧や放送規格の 
異なる海列ではお使いになれません。 


■保証書について 

• この製品は保証書び添付されていまずので、お買い上げの 
隙、お買い上げの店からお賽け取0<ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に 
保存してください。 

.保証期間は、お買い上げ曰より1年間でず。 

ただし、液晶パネルは2年間です。 

. 本機の;/モ U —に保存されたデータは、保証の对象外です。 


■アフターサービス 

調テび悪いとをはまずチェックを 

「故障かな？と思ったら」の項を参考にして、故障かどラかを 

お調べください。 

それでち具合が悪いとさはソニーご相談窓□へ 

• 裏表紙にあるソニーご相談窓□へお問い合わせください。 

• 目 S デジタル、110度 CS デジタルの放送局との受信契約や 
番組に関しては、ご覧になりたい放送局のカスタマーセン 
ターや衛星サービス尝社、 B - CAS カスタマーセンター(電 
話番号057日-000 -250) にお問い合わせください。 

• デジタル放送全般につい口ま(社)デジタル放送推進協会 
( Dpa ) のホームページをご覧ください。 
http :// www . dpa . or.jp 

• 地上デジタルの受信相談については、総務省地デジコール 
センターにお問い合わせください。 

電話番号0570 -07-01 01 





お手入れの方法 

• ミちれびひどいとさは、水で薄 
めた中性洗剤などに巧を浸 
して固く絞ってみさ取0、最 
後に乾いた巧で軽くふいて 
<ださい。 



• テレビとスタンド(テーブル 

トップスタンド)部の間は柄つさの 
モップなどを使用してください。 



• 軽いミちれをふさ取るとさは、めびね 
拭をなどの乾いた柔らかい巧でそっと/をを取ってください。 
• 市販の化学ぞラさんやク U —ニングク□スなどは、販売元 
に確認してから使用してください。 

• 印刷面は乾いた柔らかい巧で T 寧にふいて<ださい。 


部品の交換について 

この製品は、 i 度理の際に交換した部品を再生、再利用する場 
をびあります。その際、交換した部品は回収させていたださ 
ふ9 〇 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 
詳しくは、保証書をご覧ください。 

何らかの原因でコンテンツび外部メディアや外部記録磯器 
("；><モ|」ースティック"、デジタルレコーディングノ V — ドディ 
スクドライブなど）に記録でさなかった場をや、が部;><ディ 
ア•列•部記録機器に記録されたコンテンツび破損または消去 
された場をなど、いかなる場をにおいてちコンテンツの補償 
およびそれに付随するあ6ゆる損害について、当社は一切責 
任を負いかねます。あ5かじめご了承ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料で 
修理させていただをます。 
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部品の保有期間について 

当社では、カラーテレビの巧修用性能部品(製品の機能を維 
持するために必要な部品)を、製造巧ち切り棲8年間保有し 
ています。 

ただし、故障の状況その他の事情により、修理に代えて製品 
交換をする場をびありますのでご了承ください。 

ご相談になるとをは次のことをお知5せください。 

型名： KD -84 X 9000 

故障の状態:できるだけ詳しく 
購入年月日： 

本機のシ U アルナンバーおよび定格は、本機後面に記載され 
ています。 


お買い上げ店 
TEL 


This television is desianed for use in Japan only and 
cannot be used in any other country . 




ソフトウエアに関する重要なお知5せ 


ソフトウェアほ用許諾契約書 

この度は興社製品(け下 r 本製品」とします)をお買い上げいたださあ0びとラございます。本製品の使巧を開始される前に必ず、このソフトウェア使巧許諾契約書 
(け下 r 本契約」とします)をお読み<ださい。お宮様による本製品の使巧開始をちって、お宮様び本契約の内容をご確認の上、同内容にご同意いただけたちのとさ 
せていたださます。 

本契約は、お客様(け下 r 使巧ち」とします）と興社(け下 r ソニー」とします）との間における本製品に含まれるソフトウェアの梗巧許諾に関する条件について規定す 
るものです。また、本契約は、本製品に含まれるソフトウェア(本製品に含まれる醉社び許詰を受けている第兰をのソフトウェアを含みます。なお、当該第兰を 
を政下 r 原権利ち」とします)のみならず、同捆の印刷物およびオンラインで提供される情報をち対象としています(政下あわせて r 許詰ソフトウェア」としまず)。 
なお、下記のソフトウェア使巧許諾契約書と本書のソフトウェアライセンスの各お知らせに記載されてお D まずソフトウェアの使巧許諾条件に矛盾又は麵廳など 
びある場合には、各お知らせにかかるソフトウてアの範囲において、各お知らせに記載されてお0ます使用許諾条件び優先致します。 

本製品は、弊社な外のコンテンツプ□バイダー■(け下「第=ちプ□バイダー」とします）によ0提供される一定のコンテンツサービスへのアクセスを可能にする 
Sony Entertainment Network 磯能を搭載しています。また 、 Sony Entertainment Network 機能は、弊社び提供ずる一定の〕ンテンツサービス(政下「弊社〕 

ンテンツサービス」とします）にアクセスする機能を有しています。かかる醉社コンテンツサービスとそのサービスを通じて提供されるコンテンツ(け下 r 興社コン 
テンツ」とします)は、いずれも許語ソフトウェアの一部とみなし、本契約の適用を黃けるものとします。なお 、 Sony Enter ね inment Network 機能を利用ずるた 
めには、インターネットへの接続環境び必要です。また 、 Sony Ente け ainment Network 機能を通じてのコンテンツサービスへのアクセスやそのサービスの質は、 
使巧ちび利巧しているインターネットサービスプロバイダ…から提供される接続環境(接続速度を含みまず）に巧存しまず。さらに、画質および利巧できる画像の 
サイズ等ち、使巧ちのインターネット接続環境および第=ちプ□バイダーによるコンテンツサービスの配信環境によ0変わ0ます。第兰ちプ□バイダーによ〇提 
供される音声、画像、文書、動画、メッセージ、タグその他のデータを含むコンテンツ(な下「コンテンツ」とします)および第兰ちび提供するコンテンツサービス(な 
下 r コンテンツサービス」とします)は、当該第兰をプ□バイダーの判断により提供されるちのです。また、これらのコンテンツおよびコンテンツサービスについ 
ては、第兰ちプ□バイダーび使巧ちに提おする条件に基づいて提供されます。なお、高品質なコンテンツについては、追加の費巧や使巧ちの登録び必要になる ケー 
スちあ0ますので予めご了承<ださ レ。 これらのコンテンツサービスおよびコンテンツは、使巧ちの個人的な目的において私的利巧の範囲内でのみ利巧されるち 
のであり、レンタル、入場料•視聴料を伴ラ場所における上映その他公共の場所での放映を目的に使巧されることは禁止されています。コンテンツサービスの内 
容は適宜変更される可能性びあ0、また、コンテンツサービスそのちのび終了される可能性ちあ0ますので予めご了承<ださい。 

許諾ソフトウェアおよびコンテンツサービスを通じて、巧社および第=ちプ□パイダーを含む第=ちが本製品ちしくは許諾ソフトウ王アに付随して動作ずるその 
化の機話か6情報を収集し、または、本製品ちしくはこれ6の機器の動作を制御ちしくは監視ずることがあ0まずので、その言ご了をください。また、货社のプ 
ライバシーポリシー ( http :// www . sony . jp / privacy /) およびコンテンツサービスに関する第二ち①プライバシーポリシーも合わせてご確認の上、ご了承くださ 
い。博巧ちによる本製品の博巧開姑をちって、本契約とお社のプライ A ‘シーポリシーにご同意いただけたちのとさせていただをまず。なお、本契約および度社の 
プライ A ‘ シーポリシーのま件は醉社の判断により適宜変更されることがありまず。 万一、本契約および弊社のプライバシーポ U シーのを件にご同意いただけない 
攝合、許諾ソフトウェアの使用およびコンテンツサービスにアクセスすることはでをません。その屬合には、直ちに、許諾ソフトウェアおよび本製品の返品およ 
び巧金の返金の手続について脾社にご連絡<ださい。 

許記ソフトウェアの括 ffl 許記 

使巧ちは、許諾ソフトウェアを本契約にて明示的に認められた範囲を除を使巧することはでをません。許諾ソフトウェアは、本契約に基づいて許諾されますび、 

使巧ちに譲渡されるちのではあ0ません。許諾ソフトウェアは、本製品上においてのみ读巧可能です。また、許諾ソフトウェアは、データファイルを自動的に作 
成することびあ0、かかるデータファイルは許諾ソフトウェアの一部とみなしまず。使巧ちは、醉社の同意なく、許諾ソフトウェアの一部を許諾ソフトウェアか 
ら分請して使巧してはならないちのとします。また、許諾ソフトウェアの一部または全部の修正、1」バースエンジニア1」ング、逆コンバイルおよび逆アセンブル 
を行ってはならないちのとし、本契約にて許諾された目的においてのみ使巧するちのとします。さらに、使巧ちは、許諾ソフトウェアを貸与または1」ースしては 
ならないちのとします。なお、使巧ちは、本製品の売却または譲渡に伴い、許諾ソフトウェアの一切(全ての複製、構成部分、媒体、印刷物および本ソフトウェ 
アのあらゆるバージョンならびにそのアップデート）を譲渡し、かつ、譲受人び本契約の全条項に同意することを条件とし、本契約上の権利を第兰勒こ譲渡する 
ことびでさるちのとします。醉社および原権利ちは、本契約上、懊巧ちに許諾されていない全ての権利を留保します。許諾ソフトウてアびその動作にあたって梗 
巧するソフトウェア、サービスその他の製品の提供び、提供ち(第兰をプ□バイダーを含む)または醉社の判断により中断または終了されることびあります。 

ユーザーアカウント 

コンテンツサービスおよびコンテンツへのアクセスならびにそれらの閲覧および使用にあた0、第兰ちプ□バイダ~その他第兰ちび使巧ちに対して、使用ちの情 
報に基づくユーヴーアカウント(け下 r アカウント」とします)の作成をまめる場合びあり、また、その情報を正確にかつ完全に適時、更新ずることを求める摇合び 
あります。使巧ちは、アカウントに関するバスワードの機密性の維持について自ら責任を負ラちのとします。 

使用ちが提巧した情巧の巧用 

使巧ちび脾社に対して提供するあらゆる情報(あらゆるコメント、データ、質問、回答、提案その他これに準ずるものを含みまずがこれらに限りません。また、 
提供のちまを問いません。しソ下「提供情報」とします）は、全て秘密情報や使巧ちに帰属ずる情報ではないちのとして脾社は取り扱います。よって、脾社による巧 
供情報の利巧は、使巧ちのいかなる権利(普作権、普作を人格権、プライバシー、所有権、公表権その他の権利を含みますびこれらに限りません）に対する脾社に 
よる侵害とみなされないちのとします。あらゆる提供情報は、興社により地域の限をなく使巧される可能性びあります(翻案’放映’修正’複製•開示’第=ちへの許 
諾•上演•公表•出版•販売•送信などを含みますびこれらに限りません)。さらに、使巧ちは、提 f 共情報についてのあらゆる権利および便益を興社に譲渡し、醉社は 
使巧ちに一切の対価をま化ラことな<、提供情報おぶび提 f 共情報に含まれるアイデア、 ノウ！の、 コンセプト、技術その他の知的財産権を自由に使巧することび 
でをるちのとします。なお、これらの権利は、興社びそれらの提供情報およびそれらに含まれる知的財産権を使巧する義務を負ラちのではあ0ません。 


48 



情巧ゅち信 

インターネット上の送信に関ずる機密性および安全性は、完全にな証されたちのではありません。使用をび送信するあらゆる情報については、暗号化などの技術 
を使ってレる富の特定の表示びない限 D 、 第兰をにより読み取られているまたは傍をされている可能性びあります。興社に対する情報の送信は、弊社び使用ちに 
対して特別な責任を負わなければならな<なることを意なずるちのではありません。 

デジタル署作搭管埋 

]ンテンツの所有ちは 、 Windows Media デジタル善作権管理技術似下 「 WMDRM 」 としまず)を用いて、自らの知的財産権偉作権を含む)を保護してしほす。本製 
品は、 WMDRM を用いて、 WMDRM によりな護されているコンテンツを利用しています。万一、 WMDRM びコンテンツのな護に失敗した場合、コンテンツの所有 
ちは、マイク□ソフト株式会社(な下「マイク□ソフト」とします)に対して、な護されるべきコンテンツびこれじ(上再生または複製されないよう、コンテンツサービ 
スにおけるコンテンツの使用を取り消ず可能性びありまず。な護されているコンテンツに巧ずるライセンスをダウン□—ドした場合、使用ちは、かかるライセンス 
びマイク□ソフトにより取り消される可能性びあることに同意したちのとみなしまず。また、コンテンツの所有ちは、コンテンツを使用ずるために使用ちに対して 
WMDRM の更新をホめる場合びあり、かかる更新び巧なわれない場合、使用者はかかるコンテンツの使用びでさなくなります。なお、ちとちとな護されていないコ 
ンテンツはかかる取;肖または更新による影響を受けません。 

広き•宣坛巧動 

本製品を通じたコンテンツサービスの提供は、弊社び当該コンテンツサービスを承認または巧巽することを意なずるものではありません。コンテンツサービスお 
よびコンテンツは、広告•宣伝物を含むことびありますび、これらの広告’宣伝物は、これらのコンテンツサービスををけるために必要なちのであることをご理賴 
ください。また 、 Sony Ente け ainment Network 磯能は、脾社または第兰ちサービスプ□バイダーからの情報撼其(コンテンツサービスに関するご連絡、お知ら 
せその他これらに準ずるちのを指しますびこれらに限られません。な下「情報掘共」としまず)を含むものであり、使用ちは、これらの情報提供につを選お的に受 
領または受領拒否ずることはでさません。 

興なおよび第=ちプ□バイダーは、使用者に巧して、これ5の広色•宣坛物、情巧提供およびコンテンツぴ正確であること、適法であること、信頼で击るちので 
あることおよぴ有効なものであることについて、明示•點示を問わず巧百のな註を行わないちのとし、また、これ6の広普•宣杞物、情報提おおよびコンテンツに 
ついて、法律で許容される節囲において一切の責任を負わないちのとしまず。 

年がちにとつて不適切なコンテンツおよび年がさに巧する配慮 

一をのコンテンツは、年少ちまたはその他一定の使用をによる使用に適さないちのを含みます。これらのコンテンツは、年齢指定びされているちのちあ D まずび、 
されていないちのちあります。弊社は、内容に拘らずコンテンツについて一切の責任を負いませんので、コンテンツの使用は使用ち自らの責任で巧ってください。 
また、年かちによる本製品、許諾ソフトウェア、除がソフトウェア、コンテンツサービスおよびコンテンツの使用についてを、使巧を自らの責任で監視、監督を巧っ 
てください。ちし、使用者び1已歳未満であれば、巧の行動を行う前に使用をの両親またはな護ちの承認を得てください。 

①コンテンツサービスを通じて弊社に電子メールを送信する行為。 

⑤その他あらゆる情報を提供する行為。 

⑤使用ちの個人情報の提供を求めるコンテスト、ゲームに参加するまたは懸、賞に応募ずる行為。 

④あらゆる同好会、グループなどに参施ずる、感掲示板などに投稿ずる、またはチャットルームなどに参加する行為。 

® オンライン上で物品 • サービスを購入する行為。 

細呆証 

あらゆるコンテンツおよびコンテンツサービスは第兰ちプ□バイダーにより、またはそのソフトウェアを通じて提供されており、弊社びコント□—ルずることは 
でさません。かかるコンテンツまたはソフトウェアの還定、提供、品質、画像のサイズおよび利用可能性は、全て第兰ちプ□バイダー■またはその他の第兰ちの責 
任により;夫定されています。第兰ちプ□バイダーび提供ずるコンテンツサービス、コンテンツまたはソフトウェアの使用について第兰をプ□バイダーび定めるま 
件びある屬合、使用ちはその条件に従って使用することとします。さらに、コンテンツサービスへのアクセスならびにその閲質および使用(ならびにコンテンツサー 
ビスの使用に伴う広告•宣伝物の表示など)は、インターネット接続環境を必要とし、当該インター■ネット接続環境のために必要な第兰ちへの支払い(インターネッ 
トサービス事業ちへのま払いを含みますび、これらに限られません)については使用ちび自ら責任を負うものとします 。 Sony Enter ね inment Network 機能およ 
びコンテンツサービスの利巧は、使用ちび用レるインターネットサービスの性能、回線容量その他の技術的な制限により限定されます。弊社および第兰ちプロバ 
イダーは、法律により許容される範囲において、あらゆる使用をの送受信に関する事 I 具(送受信の非適時性、送寶信データの消失、データの送晋信エラーまたは 
送受信データちしくは個人用設定の不巧存)についての責任を一切負わないものとする。 

許諾ソフトウェア、コンテンツサービスおよびコンテンツは、現巧有姿で何らの巧証なく提供されるちのとします。弊社、原権利ちおよび第兰ちプ□バイブーは、 
明示•黯おを問わず、許詰ソフトウェアに関して何らの保証啡侵害、有用性、合目的性などを含みますび、これらに限られません)を行わないものとします。弊社、 
原権利者および第兰ちプ□バイダーは、許諾ソフトウェア、コンテンツサービスまたはコンテンツび使用ちの要ホを満たずこと、または、許諾ソフトウェア、コ 
ンテンツサービスまたはコンテンツび中断な<稼動し、不具合のないちのであることを一切な証いたしません。さらに、弊社、原権利をおよび第兰ちプ□バイダー 
は、許諾ソフトウてア、コンテンツサービスまたはコンテンツの正確性、信頼性その他一切の巧証を巧いません。弊社または興社の巧表をからのあらゆる情報の 
提供や巧言は、新たに弊社によるな証を生じせしめるものではなく、本契約上の巧証に関ずる条件を変更するちのではありません。万一、ソフトウェア、当該ソ 
フトウェアを含む媒体、書面、コンテンツサービスまたはコンテンツに不具合びあることび証明された場合は、ま律で許容される範囲において、弊社または弊社 
の代表をではな<使用をび当該不具合の賴消に票ずる全ての費用を負担ずることとします。 

黃任の阳定 

興な、原権利ちまたは第二ちプ□バイダーは、法律で許容される節囲において、使用者に巧して、あ6ゆる特別損害、間接損害、懲罰的賠償、派生的損害その他 
これ6に準ずるもの(本契約に起因するまたは本契約に関ずるちの、本暫品、コンテンツサービス、コンテンツの怯巧、不怯巧、不稼動に伴うまたはそれに起因 
ずるちの、逸失利巧に関ずるちの、データ•情報の喪失に関するちの、営業上の利な•損害に関ずるちのなどに関連ずる一切の補償、お金および損害賠償を言みま 
ずび、これ6に限5れません)について、万一、鮮な、原権利ちまたは第 H ちプ□バイダーぴそれ6の損害等について認識を持っていたとしてち、一切責任を負 
わないをのとしまず。許諾ソフトウ王ア、コンテンツサービスおよびコンテンツは使用者の責任において使用されるために提供されまず。脾社、原権利ちおよび 
第二ちプ□バイダーは、法律で許容される節囲において、許諾ソフトウェア、コンテンツサービス、コンテンツおよび本契約に関ずるいかなる明示•點示のな証 
に関する違反、契約違反、過失による責任、無過失責任その他一切の法的責任を負わないをのとしまず。 


その他 


(つづく) 
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ほ巧に閲する青巧の旧定 

許諾ソフトウてアまたはその一部び媒体によ D 提供された屬合、興社は、使巧ちに対する提供から日0曰間、当該媒体に材料または製造上の不具合びないことを 
保証します。かかる保証は、弊社から原始的に本件許諾ソフトウてアの許諾を受けた使用ちにのみ適巧されます。かかる保証の違反についての脾社の責任および 
使巧ちび愛けられる対応は、媒体の交換のみに限定されまず。上記保証のほか、媒体についての語おの保証(有巧性、非侵害、合目的性を含みますび、これらに 
限られません)は、提供から日0日間に限定されます。 


巧価 


弊社および第兰ちプ□バイダーは、新規または既存のコンテンツまたはコンテンツサービスへのアクセスについて、課金することとなるよラな変更を加える権利 
を留保します。さらに、第兰ちプ□バイダーは、当該第=ちプ□バイダーび保有するコンテンツへのアクセスに課金する可能性びあ0ます。ただし、いかなる場 
合においてち、課金されることに対する使巧ちの同意な<、コンテンツまたはコンテンツサービスへのアクセスに課金されることはあ0ません。なお、使巧ちび 
かかる課金についての同意を行なわなレ場合、使巧ちは課金対象のコンテンツまたはコンテンツサービスに対するアクセスは認められません。 

巧的財産おぶび知的財産権信害に閲するクレームのほ巧 

興社は、第=ちの知的財産権を尊重し、使巧ちに対してち当該知的財産権を尊重することをホめます。醉社の着作権その他の知的財産権を侵害しているまたはそ 
のおそれのあるコンテンツにつさ、興社は、弊社の判断によ0適宜、許諾ソフトウェアを通じての使巧を停止し、当該コンテンツを保有する第兰ちプ□バイダー 
その他の第兰ちに対して、当該第兰ちの定める知的財産権の保護に関する規定に基づく検討および対応びとられるよラ当該知的財産権侵害についての通知を行い 
ます。許諾ソフトウェアおよびコンテンツは着作権まその他知的財産権に関する法律、条約によ0保護されています。許諾ソフトウェアおよびコンテンツの使巧 
を認めることは、使巧ちに対して弊社おぶび第兰ちプ□バイダーからそれらび保有する〇ご、サービスマーク、商標、商号その他それらに準ずるちのを許諾する 
ことを意味しないちのとします。許諾ソフトウェアおよびコンテンツに関する全ての権利および便なならびにそれらの複製または構成要素は、脾社、原権利ち、 
提供ちまたは第=ちプ□バイダーに帰属するちのとし、本契約にて明示的に許諾されていないあらゆる権利については、これらにより留保されます。 

使巧ちは、使巧ちの全ての活動(アクセス、閱富その他本製品またはアカウントを通じて巧ねれるコンテンツサービスの使巧を含みますび、これらに限られません) 
について自ら責任を負います。使巧ちは、合法的な目的においてのみ、許諾ソフトウェア、コンテンツサービスおよびコンテンツを使巧することびでをます。使 
巧ちは、許諾ソフトウェア、コンテンツサービスおよびコンテンツ(音声、画像、夕書、動画、メッセージ、タグその他のデータを含みますびこれらに限られま 
せん)およびそれらの複製を商巧、営利または公共のために、配布、交換、修正、，販売または送信を巧ラことはで定ません。本契約に定める条件を遵守する限り 
において、醉社は、使巧ちに対して、コンテンツサービスやコンテンツにアクセスするために Sony Entertainment Network 機能を使巧するが独占的かつ譲渡 
不能な限定的ライセンスを付与します。また、使巧ちは、許諾ソフトウェア、コンテンツサービスおよびコンテンツの動作を中断、停止させた0、そのよラな試 
みをすることはでさません。 

万一、使巧ちの作品び着作権侵害を構成するぶラなかたちで複製されていると思われる場合、または使巧ちの知的財産権び何らかのおで侵害されていると思われ 
る場合は、まず、第=ちプ□バイダーに対して対応をご相談<ださい。万一、使巧ちび第兰ちプ□バイダーと連絡び取れない場合、ちし<は、侵害のおそれびあ 
るコンテンツび醉社のちのである攝合、 ソニー ご相談窓□までご連絡<ださい。 


萬云ちに対する責巧 


iu 下のいずれかに関連してまたは起因して、使巧ちまたは醉社、醉社役:員•従業員その他関なを oii 下 r 補償対象を」としまず)と第兰をとの間で紛争び生じた場合、 
使巧ちは、使巧ち自身の費巧でそれらの紛争を解みするちのとし、補償巧象ちに巧して一切の迷惑をかけないちのとしまず。 

①徳巧ちによる本契約違反または違反のおそれ、 

霞徳用ちから脾社に対して本契約に基づいて提供された情報、 

⑤徳巧ちによる第兰ちの権利侵害またはそのおそれ、 

④硬用ちによる許諾ソフトウェア、コンテンツサービスまたはコンテンツの損傷、毀損。 

使巧ちは、解決のために巧理人を置をし、使巧ち、脾社または補償対象ちを巧理せしめる場合は、興社、その他の関連する補償対象ちの同意を得るちのとします。 
使巧ちおぶびその巧理人は、補償対象ちと協議の上、当該紛争を解決するちのとします。興社おぶび補償対象ちは、上記の補償を受けることを前提に、自らの費 
用で、当該紛争を解決する権利を留保します。使巧ちは、弊社および補償対象ちの書面による事前の同意なく、弊社および補慣対象ちの不利なになるよラな判断、 
和解その他一切の活動を行ラことはでさません。 


自動アップデートお鹿な5びに本黄約の巧ち 

許諾ソフトウェアは、適宜、例えばバグの修正、機能の改善、セキュ U テイ機能の許可などを目的に、興社または第兰ちによ0アップ デー トまたは修正されます。 
これらのアップ デー トまたは修正によ0、使巧ちび使巧している許諾ソフトウェアの機能び変更された0、一部び削除された0する可能性ちあ0ます。また、こ 
れらのアップ デー トまたは修正は弊社の判断によ0行われ、当該アップ デー トまたは修正の適巧を許諾ソフトウェアの継続的な使巧の条件にすることちあ0まず。 
なお、許諾ソフトウェア、コンテンツサービスまたはコンテンツに適用される本契約の条件についてち弊社によ0—部蜜更、修正または削除される可能性びあ0 
ますび、いずれの場合においてち事前に使巧ちに通知されます。当該通知 L ゴ降の使巧ちによるコンテンツサービスまたはコンテンツへのアクセスをちって、使巧 
ちによる当該変更、修正または削除された本契約に同意いただけたちのとさせていたださます。 お社は、一切の通知な<コンテンツサービスのをてまたは一部を 
一時的にまたは恒义的に変更、中止、削除または停止ずることがあ D まず。巧社は、法律の許容ずる範囲のにおいて、かかる変更、中止、削除または停止につさ、 
博巧ちに対して一切の責任を負いません。また、博用ちが本契約のま件に違反した場合、その化の権和を一切放棄ずることなく、巧社は、コンテンツサービスま 
たはコンテンツに関ずる本契約のま頂を中止または絵了させることがでをまず。 使巧ちび本契約の条項に違反していると弊社び判断した屬合、興社は、本契約の 
履行を強制するまたは不履行を是正するためのあらゆる法的または技術的な対策(使巧ちによるコンテンツサービスへのアクセスの即時停止)をとることびでをま 
す。 


高 y スク活動 

許諾ソフ h ウてアは、耐障害性を持ち合わせておらず、また、許諾ソフトウてアの欠陥や誤動作び、身体、生命、個人の財産その他物理的または環境的な損害を 
ちたらすぶラな環境での使巧を想定しておらず、そのぶラに設計、製造されていません。興社、原権利ちならびにそれらの関係ちは、特にこれらの環境における 
許諾ソフトウェアの有効性について明示’黙示を問わず一切保証いたしません。 
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暗号化巧術の疏出に巧する規制 

許諾ソフトウェアおよびコンテンツは、暗号化技術を含んでいる可能性びあります。暗号化技術を含む許諾ソフトウェアおよびコンテンツは、輸出入に関する法令、 
規制または政府による許可•認可の巧象となる可能性びあり、使用ちは、本製品、許語ソフトウェアおよびコンテンツに適用のある法令、規制その他の規則巧び 
国際条約を遵守する責任を負レます。なお、暗号化技術を含む許諾ソフトウェアおよびコンテンツは、列国政府または政府関係機関による使用を意図していません。 

完をち意を頂、ほ巧、巧蚕その化 

本契約、本製品に関する限定的なお証、弊社のプライバシーポ U シーおよびコンテンツサービスに関して提供された追加の利用条件は、本製品、許諾ソフトウェア、 
コンテンツサービスおよびコンテンツに関する使用をと弊社間の完全なる合意であるちのとします。弊社からの本契約に基づくあらゆる通知は、書簡、電子メー 
ルまたは弊社のコンテンツサービスを通じて行われまず。弊社による本契約上の権利の不行懂は、それらの権利を放棄したちのとみなされないものとします。 

万一、本契約の一部び法律により無効となった場合でち、当該条項は本契約の本旨に鑑みて法律により許容される範囲内で強制されるちのとし、当該ま巧な外は 
有効に存続するちのとしまず。本契約に定めのない事 I 長または本契約の賴載に疑義を生じた場合には、弊社および使用ちは誠意をもって協議し、賴ミ夫ずるちのと 
しまず。 

黄ミミな者 

原権利ちおよび第兰ちプ□バイダーは、本巽約における第=をなをとして取り扱われるちのとし、本契約のソフトウェア、コンテンツサービスおよびコンテンツ 
に関する条項は適宜、適切に当該第=ちおよび第兰ちプ(イグーによ D 強制されるちのとしまず。 

期間 

本契約は、巧に従い賴除されるまで有辣なちのとします。弊社は、使巧をび本契約に違反した場合、使用をに対する通知をちって、直ちに本巽約を賴除ずること 
びできるものとします。その屬合、使用ちは、速やかに許諾ソフトウェアをそれらの複製を含めて廃棄するちのとしまず。また、解除にあたって、使巧ちは、弊社、 
原権利ち、第兰をプ□バイダー■に対して、許諾ソフトウェア、コンテンツサービスおよびコンテンツの使巧びでさなくなることを理由に費用の償還などをホめる 
ことはでさなレちのとしまず。 

巧拠巧、巧巧管程 

本巽約の準拠法は、曰本国の法律とします。 

ソフトウェアに関するお巧6せ 

GNU GPL/LGPL 適用ソフトウェアに関するお巧 S せ 

本製品には、な下の GNU General Public License 似下に PU としまず}または GNU Lesser General Public License 似下 「 LGPU とします）の適巧を受けるソ 
フトウェアび含まれております。 

お客様は添付の GPL / LGPL の条件に従いこれらのソフトウェアのソース〕ードの入手、改変、再配巧の権利びあることをお知らせいたします。 

バツケ—ジ y スト 

linux-kernel 

gcc-for-dev 

alsa-lib 

busybox 

directfb 

dosfstools 

fuse 

glib 

glibc-for-dev 

iptables 

libmicrohttpd 

pump-autoip 

libjs 

exceptionmonitor 

crypto 

Cairo 

pango 

WebCore 

JavaScriptCore 

Linux UVC 

Video for LinuxTwo (V4L2) 
iconv 

これらのソースコードは、 Web でご提供しております。 

ダウン□—ドする際には、な下の URL にアクセスしてください。 
http :// www . sony . net / Products / Unux / 

なお、ソースコードの中身についてのお問い合わせはご遠慮< ださい。 
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GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2, June 1991 

Copyright ( C )1989,1991 Free Software Foundation , Inc . 

59 Temple Place , Suite 330, Boston , MA 02111-1307 USA Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document , 
but changing it is not allowed . 


Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General Public License is intended to guarantee your 
freedom to share and change free software—to make sure the software is free for all its users. This General Public License applies to most of the Free Software Foundation's 
software and to any other program whose authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation software is covered by the GNU Library General Public License 
instead.) You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute copies 
of free software (and charge for this service if you wish), that you receive source code or can get it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in new 
free programs; and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the rights. 

These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that you have. You must make sure that they, 
too, receive or can get the source code. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the 
software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no warranty for this free software. If the software is modified by 
someone else and passed on, we want its recipients to know that what they have is not the original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original 
authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a free program will individually obtain patent 
licenses, in effect making the program proprietary.To prevent this, we have made it clear that any patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying it may be distributed under the terms of this General 
Public License. The "Program", below, refers to any such program or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any derivative work under 
copyright law: that is to say, a work containing the Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated into another language. 
{Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of running the Program is not restricted, and 
the output from the Program is covered only if its contents constitute a work based on the Program (independent of having been made by running the Program). Whether 
that is true depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and appropriately publish 
on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and 
give any other recipients of the Program a copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Program, and copy and distribute such mod 巾 cations or work 
under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the Program or any part thereof, to be licensed as a whole at 
no charge to all third parties under the terms of this License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started running for such interactive use in the most ordinary way, 
to print or display an announcement including an appropriate copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and 
that users may redistribute the program under these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. {Exception: if the Program itselr is interactive 
but does not normally print such an announcement, your work based on the Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. It identifiable sections of that work are not derived from the Program, and can be reasonably considered 
independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you 
distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions 
for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the distribution 
of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program (or with a work based on the Program) on a volume of a storage or distribution 
medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above 
provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more than your cost of physically performing source distribution, 
a complete machine-readable copy of the corresponding source code, to be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for 
software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This alternative is allowed only for noncommercial distribution 
and only if you received the program in object code or executable form with such an offer, in accord with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable work, complete source code means all the source code for 
all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a special 
exception, the source code distributed need not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, 
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and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access to copy the source code from the 
same place counts as distribution of the source code, even though third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or 
distribute the Program is void, and will automatically terminate your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this 
License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify or distribute the Program or its 
derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or any work based on the 
Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Program or works based on 
it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, distribute 
or modify the Program subject to these terms and conditions. You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You 
are not responsible for enforcing compliance by third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you 
(whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute 
the Program at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Program by all those who receive copies directly or indirectly 
through you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is intended to apply and the section as a whole is 
intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any such claims; this section has the sole 
purpose of protecting the integrity of the free software distribution system, which is implemented by public license practices. Many people have made generous 
contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he 
or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who places 
the Program under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among 
countries not thus excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time to time. Such new versions will be similar in spirit to the 
present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License which applies to it and "any later version", you have the 
option of following the terms and conditions either of that version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a 
version number of this License, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are different, write to the author to ask for permission. For 
software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM.TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 
OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDETHE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE THE ENTIRE 
RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OFTHE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERA し SPECIA し INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
ARISING OUT OF THE USE OR INABILITYTO USETHE PROGRAM {INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES 
SUSTAINED BY YOU ORTH 旧 D PARTIES OR A FAILURE OFTHE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to achieve this is to make it free software which everyone can 
redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to most effectively convey the exclusion of warranty; and each 
file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

cone line to give the program's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright に） <year> <name of author> 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License as published by the Free Software Foundation; 
either version 2 of the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 3301 
Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'. 
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This is free software, and you are welcome to redistribute it under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. Of course, the commands you use may be called 
something other than ’show w' and 'show c'; they could even be mouse-clicks or menu items—whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if necessary. Here is a sample; alter 
the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 'Gnomovision' {which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

<signature ofTy Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs, if your program is a subroutine library, you may consider it more useful to 
permit linking proprietary applications with the library. If this is what you want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 


GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2.1, February 1999 

Copyright (C)1991,1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public License, version 2, hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General Public Licenses are intended to guarantee your 
freedom to share and change free software—to make sure the software is free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages—typically libraries—of the Free Software Foundation and other authors 
who decide to use it. You can use it too, but we suggest you first think carefully about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use 
in any particular case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute 
copies of free software (and charge for this service if you wish); that you receive source code or can get it if you want it; that you can change the software and use pieces of it 
in new free programs; and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these rights. These restrictions translate to 
certain responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that we gave you. You must make sure that they, too, 
receive or can get the source code. If you link other code with the library, you must provide complete object files to the recipients, so that they can relink them with the 
library after making changes to the library and recompiling it. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which gives you legal permission to copy, distribute and/or 
modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the library is modified by someone else and passed on, the 
recipients should know that what they have is not the original version, so that the original author's reputation will not be affected by problems that might be introduced by 
others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a company cannot effectively restrict the users of a free 
program by obtaining a restrictive license from a patent holder. Therefore, we insist that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with the 
full freedom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain 
designated libraries, and is quite different from the ordinary General Public License. We use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries into 
non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is legally speaking a combined work, a derivative of the 
original library. The ordinary General Public License therefore permits such linking only if the entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License 
permits more lax criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the ordinary General Public License. It also provides other free 
software developers Less of an advantage over competing non-free programs. These disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many 
libraries. However, the Lesser license provides advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, so that it becomes a de-facto standard. To achieve this, 
non-free programs must be allowed to use the library. A more frequent case is that a free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little 
to gain by limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use a large body of free software. For example, permission to 
use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to use the whole GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a program that is linked with the Library has the freedom 
and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the difference between a "work based on the library" and a "work 
that uses the library". The former contains code derived from the library, whereas the latter must be combined with the library in order to run. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the copyright holder or other authorized party saying it may 
be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also called "this License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with application programs (which use some of those functions and 
data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work wh に h has been distributed under these terms. A "work based on the Library" means either the Library or any 
derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the Library or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightforwardly 
into another language. {Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 
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The modified work must itself be a software library. 

You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this License. 

If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application program that uses the facility, other than as an argument 
passed when the facility is invoked, then you must make a good faith effort to ensure that, in the event an application does not supply such function or table, the 
facility still operates, and performs whatever part of its purpose remains meaningful. 


Source code for a work means the preferred form of the work for making mod 巾 cations to it. For a library, complete source code means all the source code for all modules it 
contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of running a program using the Library is not 
restricted, and output from such a program is covered only if its contents constitute a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing 
it). Whether that is true depends on what the Library does and what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence 
of any warranty; and distribute a copy of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any pcxtion of it, thus forming a work based on the Library, and copy and distribute such modifications or work 
under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 


(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined independent of the application. Therefore, Subsection 2d 
requires that any application-supplied function or table used by this function must be optional: if the application does not supply it, the square root function must still 
compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Library, and can be reasonably considered 
independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when 
you distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the Library, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose 
permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the distribution 
of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the Library) on a volume of a storage or distribution 
medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given copy of the Library. To do this, you must alter all the 
notices that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU General Public License, version 2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of 
the ordinary GNU (jeneral Public License has appeared, then you can specify that version instead if you wish.) Do not make any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public License applies to all subsequent copies and derivative works 
made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above 

provided that you accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 
above on a medium customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access to copy the source code from the same place 
satisfies the requirement to distribute the source code, even though third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by being compiled or linked with it, is called a "work that 
uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of the Library, and therefore falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the Library (because it contains portions of the Library), rather 

than a "work that uses the library". The executable is therefore covered by this License. Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for the work may be a derivative work of the Library even 
though the source code is not. Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the Library, or if the work is itself a library. The threshold for this 
to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and small inline functions (ten lines or less in length), then the 
use of the object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative work. (Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall 
under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms of Section 6. Any executables containing that work also 
fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the Library to produce a work containing pcxtions of the 
Library, and distribute that work under terms of your choice, provided that the terms permit modification of the work for the customer's own use and reverse 
engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its use are covered by this License. You must supply a copy 
of this License. If the work during execution displays copyright notices, you must include the copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing 
the user to the copy of this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including whatever changes were used in the work (which must 
be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", 
as object code and/or source code, so that the user can modify the Library and then relink to produce a modified executable containing the modified Library. (It is 
understood that the user who changes the contents of definitions files in the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified 
definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at run time a copy of the library already present on the 
user's computer system, rather than copying library functions into the executable, and (2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs 
one, as long as the modified version is interface-compatible with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials specified in Subsection 6a, above, for a charge no more than 
the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access to copy the above specified materials from the same 
place. 



そ 

の 

他 
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e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs needed for reproducing the executable from it. However, 
as a special exception, the materials to be distributed need not include anything that is normally distributed {in either source or binary form) with the major components 
(compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not normally accompany the operating system. Such a 
contradiction means you cannot use both them and the Library together in an executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with other library facilities not covered by this License, and 
distribute such a combined library, provided that the separate distribution of the work based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and 
provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any other library facilities. This must be distributed under 
the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and explaining where to find the accompanying 
uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically terminate your rights under this License. However, parties who have received copies, or 
rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify or distribute the Library or its 
derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work based on the 
Library), you indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, distribute, link 
with or modify the Library subject to these terms and conditions. You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. 
You are not responsible for enforcing compliance by third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you 
{whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute 
the Library at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through 
you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is intended to apply, and the section as a whole is 
intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any such claims; this section has the sole 
purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which is implemented by public license practices. Many people have made generous 
contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he 
or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who places the 
Library under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among 
countries not thus excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License from time to time. Such new versions will be similar in 
spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License which applies to it and "any later version", you have the option 
of following the terms and conditions either of that version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license version 
number, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incompatible with these, write to the author to ask for 
permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our 
decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software 
generally. 

NO WARRANTY 

15. BECAUSETHE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FORTHE LIBRARY.TOTHE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 
OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED 
OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO.THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE 
QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 
CORR に T の N. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREEDTO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERA し SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMrTEDTO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES 
SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE LIBRARYTO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 


END OF TERMS AND CONDITIONS 


How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making it free software that everyone can redistribute and 
change. You can do so by permitting redistribution under these terms (or, alternatively, under the terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source file to most effectively convey the exclusion of warranty; 
and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

cone line to give the library's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright に） <year> <name of author> 
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This library is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU Lesser General Public License as published by the Free Software Foundation; 
either version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 


This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License along with this library; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59Temple Place, Suite 
330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; alter the 
names： 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the library Trob’（a library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

(signature ofTy Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 

That's all there is to it! 


BSD に関するお巧 5 せ 

Copyright (c)1994-2004The NetBSD Foundation, Inc. All rights reserved. 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other 
materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: 

This product includes software developed by the NetBSD Foundation, Inc. and its contributors. 

4. Neither the name ofThe NetBSD Foundation nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific 
prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, IND 旧 ECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES {INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 
LOSS OF USE. DATA. OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON AN 丫 THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


The following notices are required to satisfy the license terms of the software that we have mentioned in this document: 

This product includes software developed by the NetBSD Foundation, Inc. and its contributors. 

This product includes software developed by the University ot し alitornia, Berkeley and its contributors. 

This product includes software developed by John Polstra. 

This product includes software developed for the NetBSD Project. See http://www.NetBSD.org/ for information about NetBSD. 
This product includes software developed by Winning Strategies, Inc. 

This product includes software developed by Michael Graff. 

This product includes software developed by Christos Zoulas. 

This product includes software developed by Jonathan Stone for the NetBSD Project. 

This product includes software developed by Christopher G. Demetriou for the NetBSD Project. 

This product includes software developed by Niels Proves. 

This product includes software developed byTooLs GmbH. 

This product includes software developed by the University ot し alitornia, Lawrence Berkeley Laboratory. 

This product includes software developed by WIDE Project and its contributors. 


JPEG に関するお巧 6 せ 

本製品の一部には、 Independent JPEG Group の研究成果を使用しています。 


FreeType2 に関するお巧]百せ 

This software is cased in part otthe work of the FreeTypeTeam . 


\il± 


\il± 


lil± 


モリサワフォントに関するお巧 6 せ 

本製品に搭載されているフォントの内、新 3 R 、 新丸 zm 、 新丸ゴ B の各書体は株式を社モリサワより提供を黃けており、これらの名称は同社の登録商標または商 
標であり、フオントの普作権ち同社に帰属しまず。 

凹上 


Tiresias Font に関するお知 6 せ 

RNIBTiresias Screen Font is developed by RNIB . 


lil± 


(つづく) 
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OpenSSL ソフトウ i アに関するお巧 S せ 

本製品には、醉社びその着作権ちとのライセンス契約に基づき使巧しているソフトウェアである rOpenSSUrOriginalSSLeay 」 と称ずるライプラ U - を含む)」び 
搭載されております。当該ソフトウェアの着作権ちの要ホに基づを、牌社は、政下の内容をお客様に通知する義務びあります。 

下記内容をご一読<ださいますよラ、よろし<お願い申し上げます。 

<OpenSSL> 

Copyright (c) 1 998-2008 The OpenSSL Project. All rights reserved. 

Copyright (c)1995-1998 Eric Young kay@cryptsoft.com) All rights reserved. 


This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSLToolkit (http://www.openssl.org/). 

= OpenSSL License = 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other 
materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: "This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSLToolkit. (http://www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSLToolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission. For 
written permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: "This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the 
OpenSSLToolkit (http://www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 

OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE OpenSSL PROJECTOR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

DIRECT, INDIRECT. INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

LOSS OF USE. DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY，WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 


= Original SSLeay License = 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other 
materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: "This product includes cryptographic software written 
by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" The word "cryptographic" can be left out if the rouines from the library being used are not cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory {application code) you must include an acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMrTED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, 
DATA. OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON AN 丫 THEOR 丫 OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 


上 


MIT に関するお知 6 せ 

EXPAT 

Copyright (c)1998,1999, 2000Thai Open Source Software Center Ltd and Clark Cooper 
Copyright (c) 2001, 2002, 2003, 2004, 2005, 2006 Expat maintainers. 

JSONcpp 

Copyright (c) 2007-2010 Baptiste Lepilleur 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software 
without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit 
persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions; 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS". WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALLTHE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER 
LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT. TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS 
IN THE SOFTWARE. 

政上 


CURL に関するおが 16 せ 

COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE 

Copyright (c)1996 - 2009, Daniel Stenberg, <daniel@haxx.se>. 

All rights reserved. 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose with or without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and this 
permission notice appear in all copies. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS". WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. IN NO EVENT SHALLTHE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY 
CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR 
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THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE 

Except as contained in this notice, the name of a copyright holder shall not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software 
without prior written authorization of the copyright holder. 

凹上 

Libpixman に関するお知 6 せ 

libpixregion 

Copyright 1987,1998 The Open Group 

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that the above copyright 
notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation. 

The above copyright notice and tnis permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE に PROVIDED"AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE OPEN GROUP BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER 
IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE. ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE ORTHE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the name ofThe Open Group shall not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software 
without prior written authorization from The Open Group. 

Copyright 1987 by Digital Equipment Corporation, Maynard, Massachusetts. 

All Rights Reserved 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright 
notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of Digital not be used in 
advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. 

DIGITAL DISCLAIMS ALL WARRANTIES WmH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO EVENT SHALL 
DIGITAL BE LIABLE FOR ANY SPECIAL INDIRECTOR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER 
IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. 


libic 

Copyright© 2001 Keith Packard 

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that the above copyright 
notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of Keith Packard not be 
used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. Keith Packard makes no representations about the 
suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty. 

KEITH PACKARD DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO EVENT 
SHALL KEITH PACKARD BE LIABLE FOR ANY SPECIAL INDIRECTOR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF 脚 , DATA OR 
PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS 
SOFTWARE. 


slim 

slim is Copyright © 2003 Richard Henderson 

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that the above copyright 
notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of Richard Henderson not 
be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. Richard Henderson makes no representations about 
the suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty. 

RICHARD HENDERSON DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO 
EVENT SHALL RICHARD HENDERSON BE LIABLE FOR ANY SPECIAL IND 旧 ECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, 
DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE 
OF THIS SOFTWARE. 

凹上 

gifUb に関するお知 6 せ 

The GIFUB distribution is Copyright (c)1997 Eric S. Raymond 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software 
without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit 
persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions: 

The above copyright notice and tnis permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED"AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. iN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM. DAMAGES OR 
OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE. ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE ORTHE USE OR OTHER 
DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

凹上 

802.11 WLAN driver に関するお知 6 せ 

Copyright (c) 2010, Atheros Communications Inc. 

Permission to use, copy, modify, and/or distribute this software for any purpose with or without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and this 
permission notice appear in all copies. 


H その他 
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THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" ANDTHE AUTHOR DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY SPECIAL DIRECT, INDIRECT. OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES 
WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE. DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. 


WLAN driver ccmp SW encryption/decryption に関するお巧 6 せ 

Host AP crypt: nost-based しし MP encryption implementation for Host AP driver 
Copyright (c) 2003-2004, Jouni Malinen <jkmaline@cc.hut.fi> 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License version 2 as published by the Free Software 
Foundation. See README and COPYING for more details. 

Alternatively, this software may be distributed under the terms of BSD license. 

WLAN driver usb relating files に関するお巧 6 せ 

し ODvright (c) 2008 -2010, Atheros し ommunications Inc. 

This program is under the ISC permissive license which is GPL-Compatible. You can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License version 
2 as published by the Free Software Foundation. 

Permission to use, copy, modify, and/or distribute this software for any purpose with or without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and this 
permission notice appear in all copies. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" ANDTHE AUTHOR DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY SPECIAL DIRECT, INDIRECT. OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES 
WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE. DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. 


wpa_supplicant and hostapd に関するお巧 6 せ 

Copyriaht (c) 2002-2011,Jouni Malinen <j@wl .fi> and contributors 
All Rights Reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other 
materials provided with the distribution. 

3. Neither the name(s) of the above-listed copyright holder(s) nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software 
without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO.THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT. INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY. OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUTOFTHE USE OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE 


iU 上 


Iibxml2 に関するおが 15 せ 

Except where otherwise noted in the source code (e.g. the files hash.c, list.c and the trio files, which are covered by a similar licence but with different Copyright notices) all 
the files are: 

Copyright に） 1998-2003 Daniel Veillard. All Rights Reserved. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software 
without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit 
persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS". WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 
FIT-NESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALLTHE DANIEL VEILLARD BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY ， 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE ORTHE USE OR OTHER DEALINGS IN THE 
SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the name of Daniel Veillard shall not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software without 
prior written authorization from him. 


libmng に関するお巧 6 せ 

Copyright (c) 2000-2007 Gerard Juyn 

[You may insert additional notices after this sentence if you modify this source] 

For the purposes of this copyright and license, "Contributing Authors" is defined as the following set of individuals: 

Gerard Juyn- gjuyn : at: users.sourceforge.net 
Glenn Randers-Pehrson-glennrp : at: users.sourceforge.net 
Raphael Assenat- raph : at: raphnet.net 
ohn Stiles 

The MNG Library is supplied "AS IS".The Contributing Authors disclaim all warranties, expressed or implied, including, without limitation, the warranties of merchantability 
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and of fitness for any purpose. The Contributing Authors assume no liability for direct, indirect, incidental, special, exemplary, or consequential damages, which may result 
from the use of the MNG Library, even if advised of the possibility of such damage. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this source code, or portions hereof, for any purpose, without fee, subject to the following restrictions: 

1. The origin of this source code must not be misrepresented; you must not claim that you wrote the original software. 

2. Altered versions must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source. 

3. This Copyright notice may not be removed or altered from any source or altered source distribution. 

The Contributing Authors specifically permit, without fee, and encourage the use of this source code as a component to supporting the MNG and JNG file format in 
commercial products, if you use this source code in a product, acknowledgment would be highly appreciated. 


Parts of this software have been adapted from the libpng package. 

Although this library supports all features from the PNG specification (as MNG descends from it) it does not require the libpng package. 

It does require the zlib library and optionally the IJG jpeg library, and/or the "little-cms" library by Marti Maria (depending on the inclusion of support for JNG and 
Full-Colo 卜 Management respectively. 

This library's function is primarily to read and display MNG animations. It is not meant as a full-featured image-editing component! It does however offer creation and editing 
functionality at the chunk level. 

{future mod 巾 cations may include some more support for creation and or editing) 

fontconfig に関するお巧百せ 

fontconTia/fontconfig/forUconnah 
Copyright (c) 2001 Keith Packard 

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that the above copyright 
notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of Keith Packard not be 
used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. Keith Packard makes no representations about the 
suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty. 

THE AUTHOR(S) DISCLAIMS ALL WARRANTIES WmH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO EVENT 
SHALL THE AUTHOR(S) BE LIABLE FOR ANY SPECIAL IND 旧 ECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR 
PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS 
SOFTWARE. 

c-ares に関するお巧 6 せ 

Copyriaht 1998 by the Massachusetts Institute of Technology. 

Copyright (C) 2007-2008 by Daniel Stenberg 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright 
notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of M.l.T. not be used in 
advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. 

M.l.T. makes no representations about the suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty. 

PlayReady™ に関するお巧!百せ 

This product is protected by certain intellectual property rights of Microsoft し orporation. Use or distriDution of such technology outside of this product is prohibited without 
a license from Microsoft or an authorized Microsoft subsidiary. 

Content owners use Microsoft PlayReady™ content access technology to protect their intellectual prope 口 y, including copyrighted content.This device uses PlayReady 
technology to access PlayReady-protected content and/or WMDRM-protected content. If the device fails to properly enforce restrictions on content usage, content owners 
may require Microsoft to revoke the device's ability to consume PlayReady-protected content. Revocation should not affect unprotected content or content protected by 
other content access technologies. Content owners may require you to upgrade PlayReady to access their content. If you decline an upgrade, you will not able to access 
content that requires the upgrade. 

Windows Media™ に関するお巧]百せ 

Windows Media ™ は、米国 Microsoft Corporation の米国、およびその他の国における商標です。 

MPEG-4 Visual に関するお巧]百せ 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE MPEG-4 VISUAL PATENT PORTFOLIO LICENSE FORTHE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE OF A CONSUMER FOR 

(i) ENCODING VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE MPEG-4 VISUAL STANDARD ("MPEG-4 VIDEO") 

AND/OR 

(ii) DECODING MPEG-4 VIDEO THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON-COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO 
PROVIDER LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE MPEG-4 VIDEO. 

NO LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE. ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING THAT RELATING TO PROMOTIONAL INTERNAL AND 
COMMERCIAL USES AND LICENSING MAYBE OBTAINED FROM MPEG LA, LUI. SEE 

http://www.mpegla.com 

MPEG-4 AVC に関するお巧 S せ 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC PATENT PORTFOLIO LICENSE FORTHE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE OF A CONSUMERTO 

(i) ENCODE VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE AVC STANDARD ("AVC VIDEO 。） 

AND/OR 

(ii) DECODE AVC VIDEO THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND 
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restrict use of Opera Browser in Object Code embedded on this Product for personal use only; 

prohibit, to the extent permitted by applicable law, the duplication, reverse engineering, disassembly or de-compilation of any portion of Opera Browser; 
disclaim or limit, to the extent permitted by applicable law. Opera's liability for any direct, indirect, consequential and similar damages, costs or expenses of any kind; 
disclaim or limit, to the extent permitted by applicable law, any warranties in relation to or by Opera and/or Opera Browser, including without limitation warranties of 
functionality, fitness for a particular purpose or non-infringement; 


Opera® Browser from Opera Software ASA. Copyright 1995-2012 Opera Software ASA. AN rights reserved. 

The Opera® Browser uses the following third party code: 

• This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSLToolkit. 

• This product includes cryptographic software written by Eric Young. 

• Eberhard Mattes. 

• Doug Lea. 

• David M. Gay. 

• Portions of this software are copyright © 1996-2004 The FreeType Project. All rights reserved. 

• The OpenSSLToolkit is covered by the OpenSSL licenses; 

• Number-to-string and string-to-number conversions are covered by the following license ： 

The author of this software is David M. Gay. 

Copyright © 1991,1996, 2000, 2001 by Lucent Technologies. 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose without fee is hereby granted, provided that this entire notice is included in all copies of 
any software which is or includes a copy or modification of this software and in all copies of the supporting documentation for such software. 

ThHS SOFTWARE IS BEING PROVIDED"AS IS", WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTY. IN PARTICULAR, NEITHER THE AUTHOR NOR LUCENT MAKES ANY 
REPRESENTATION OR WARRANTY OF ANY KIND CONCERNING THE MERCHANTABILITY OF THIS SOFTWARE OR ITS FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE. 

dtoa and strtod に関するお巧百せ 

David Gay's binary/ 日 ecimal conversion code {dtoa and strtod) 

The author of this software is David M. Gay. 

Copyright (c)1991, 2000, 2001 by Lucent Technologies. 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose without fee is hereby granted, provided that this entire notice is included in all copies of any 
software which is or includes a copy or modification of tnis software and in all copies of the supporting documentation for such software. 

THIS SOFTWARE IS BEING PROVIDED"AS IS", WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTY. IN PARTICULAR, NEITHERTHE AUTHOR NOR LUCENT MAKES ANY REPRESENTATION 
OR WARRANTY OF ANY KIND CONCERNING THE MERCHANTABILITY OF THIS SOFTWARE OR ITS FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE 

Gracenote ® エンドユーザーほ用許諾契約書 

本アプ U ケーシヨン製品または本デバイス製品には、カリフオルニア州エメ U - ビル市の Gracenote , Inc . (政下に racenote 」） のソフトウェアび含まれています。 
本アプ U ケーシヨン製品または本デバイス製品は、 Gracenote 社のソフトウェア（政下に 「 acenote ソフトウェア」）を使用ずることにより、ディスクやファイル 
を識別し、さらに名前、アーティスト、トラック、タイトル情報（な下に racenote データ」）などの音楽関連情報をオンラインサーバーから、或いは製品に実装 
されたデータべース（凹下、総称してに 「 acenote サーバー」）から取得し、さらにその他の磯能を実行しています。お客様は、本アプ U ケーシヨン製品または本 
デバイス製品の本来、意図されたエンドユーザー向けの機能を使巧することによってのみ、 Gracenote データを使用することびでさます。 

お宮様は、 Gracenote データ、 Gracenote ソフトウェア、および Gracenote サーバーをお客様個人の非営利的目的にのみに使用することに同意するものとし 
ます。お客様は、いかなる第3者に対しても、 Gracenote ソフトウェアや Gracenote データを、譲渡、コピ ー 、転送、または送信しないことに同意するものと 
します。 お客様は、ここで明示的に許可されていることむかに、 Gracenote データ、 Gracenote ソフトウェア、または Gracenote ヴーバーを使用または活 
用しないことに同意ずるをのとしまず。 


NON-COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER LICENSED TO PROVIDE AVC VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY 
OTHER USE. ADDITIONAL INFORMATION MAYBE OBTAINED FROM MPEG LA. L.LC. SEE 

http://www.mpegla.com 

VC-1 に関するお巧 6 せ 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE VC-1 PATENT PORTFOLIO LICENSE FORTHE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE OF A CONSUMER TO 

(i) ENCODE VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE VC-1 STANDARD ("VC-1 VIDEO") 

AND/OR 

(ii) DECODE VC-1 VIDEO THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON-COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A 
VIDEO PROVIDER LICENSEDTO PROVIDE VC-1 VIDEO. 

NO LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE. ADDITIONAL INFORMATION MAYBE OBTAINED FROM MPEG LA. L.LC. SEE 

http://www.mpegla.com 

MPEG Layer-3 に関するお巧]百せ 

MPEij Layer-j audio coding technology and patents licensed from Fraunhorer IIS and Thomson. 

Opera® Browser に関するお巧百せ 

This software is being provided on an く <as is» basis. 

Opera and its suppliers disclaim all warranties regarding the software, either express or implied, statutory or otherwise, including without limitation warranties of 
functionality, fitness for a particular purpose or non-infringement. 
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お客様は、お客様びこれらの制限に違反した場合、 Gracenote データ、 G 口 cenote ソフトウェア、および Gracenote サーバーを使用するための非独占的な使 
用許諾契約び賴除されることに同意ずるものとします。また、お客様の使用許諾契約び辭除された摇合、お客様は Gracenote データ、 Gracenote ソフトウェア、 
および Gracenote サーバーのあらゆる全ての使巧を中止することに同意ずるものとします。 Gracenote は、 Gracenote デー义 Gracenote ソフトウェア、お 
よび Gracenote サーバーの全ての所有権を含む、全ての権利を保有します。いかなる場合においても、 Gracenote は、お客様に対して、お客様び提供ずる任意 
の情報に関して、いかなるま化い義務も負うことはないものとします。お客様は、 Gracenote , Inc . び直接的にお客様に巧して、本契約上の権利を Gracenote と 
して行使でさることに同意ずるちのとします。 

Gracenote のサービスは、綿計処理を行ラ目的で、クエ U を調査するために固有の識別テを使巧しています。無作為に割0当てられた数字による識別テを使巧 
することにより、 Gracenote サービスを利巧しているお宮様を認識、特定しないで、クエ U を数えられるよラにしています。詳細については、 Web ぺージ上の、 
Gracenote のサービスに関する Gracenote プライバシーポ U シーを参照してください。 

Gracenote ソフトウェアと Gracenote データの個々の情報は、お客様に対して「現状有姿」のままで提供され、使用許諾び行なわれるものとしまず。 Gracenote 
は、 Gracenote サーバーにおける全ての Gracenote データの正確性に関して、明示的または設示的にかかわらず、一切の表明やな証を致しません。 Gracenote 
は、妥当な理由びあると判断した場合、 Gracenote サーバーからデータを削除したり、データのカテゴ U を変更したりする権利を保有するものとします。 
Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote サーバーびエラーのない巧態であることや、或いは Gracenote ソフトウェアまたは Gracenote サーバーの機能び 
中断されないことのな証は致しません。 Gracenote は、 Gracenote び将来提供する可能性のある、新しく拡張、追加されるデータタイプまたはカテニ fU を、お 
客様に提供ずる義務を負わないちのとします。また、 Gracenote は、任意の時点でそのサービスを中止でをるちのとします。 

Gracenote は、巿跟可能性、特定目的に巧ずる適合性、権利、および非侵害性について、嚴示的な保証を言み、これに限5ず、明示的または黙示的ないかなる 
保証もしないものとしまず。 Gracenote は、お客様による Gracenote ソフトウェアまたは任意の Gracenote サ ーA‘一 の使用により得5れる結果について保 
証をしないちとのとしまず。いかなる場合においてち、 Gracenote は結果的損害または捐発的損害、或いは利巧の損失または収入の損失に巧して、一切の責任 
を負わないをのとしまず。 
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上記番号へ接続を、最初のガイダンスび流れている間に 

に ooj+r#j 

を巧してください。直接、担当窓口へおつなざします。 
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